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これからの学会に向けて

一新会長あいさつ一

東京芸術大学 中林忠良

1 新会長あいさつ

陽春の候、学会員の皆様には卒業生を送り出し

また新学期への準備にと、ほっと した中にも気ぜ

わしい日々を送っていられることと思います。日

頃より学会の運営には誠意ご努力をいただきまし

でありがとうございます。

さて、昨年平成 13年 6月 23日に、 二年を目処

に交代してきた事務局が京都精華大学から愛知県

立芸術大学に移るのを機会に、運営委員会、総会

の議決を経て、私が前会長の黒崎彰氏より会長の

任を引き継ぐことになりました。もとより学会は、

運営委員会をはじめとする諸会員の、版画教育の

充実に向けてのたゆまざる努力と意志で運営され

ているもので、会長としての所信がどれほど役に

立つものか分り ませんが、前例にな らって少しば

かり考えを申し述べたいと思います。

かねてより私は、学会の活動を三期に分けて考

えてきました。学会報第 28号に吹田文明前々会長

が「会長職を振返って」という 一文を載せていて、

これまでの歴史を述べられていますからここでは

詳細は省き ますが、 1974年(昭和 49)11月3日の

「大学版画研究会j発足から始まる、会則の制定、

版画教育の実情把握、版画の現状認識、版画教育

の在り方、大学版画展の開催、会報の発行等々 。

発足当時の加入校、多摩美、女子美、東京芸大、

武蔵野美の 4校が持ち回りで事務局を担当した

1985年まで-。いわば学会としての地固めの時期を

第一期。

第二期は会員校 13校、 会員数 39名でしかなか

った発足当時の規模が、会員校 50余、会員数 150

名余を擁し、研究者の発表期間としても体裁を整

えるべく 1986年(昭和 61)12月学会と正式に名

称を改め、国際交流展も含めいよいよ全国規模の

名実共に活動が高揚した時期。この期間に多摩美

術大学に版画科が誕生、全国の美術大学、短大に

版画専攻、版画コースが充実してきた、吹田文明

氏が会長を辞任されるまでの期間。

第三期はそれらの確実な地歩の上に、事務局を

関西に移してからこの方、新生の気運に燃え出し、



新たな学会の理念と運営を見直し始めようとする、

今日までの期間であります。

別な見方もあろうかと思いますが、現在の会員

校 69校、会員数 217名の学会が、新しい社会の

状況に適合すべく旧套を脱して、新たな創造に向

うべき時期に至っているとの見方は大方の認識で

はありましょう 。

また、これも異論はあるかと思いますが、当初

われわれが掲げ、活動してきた重要な問題 版画

科設置、版画教育の充実、学生版画展の公立美術

館での開催と学生交流、国際交流展の開催、学会

報の定期刊行、全国規模による大学問の情報開示

および相互交流等ーは、ここに至ってあらかた解

決、あるいは実を結びつつある、というのが私の

見方です。このような現況とここ数年、版画(美

術)をとりまく新しい潮、教育の横断的、複合的

あるいはボーダーレス化の必然性、ニューメディ

ア、ハイテクノロジーのアー ト参入、また少子化

や国立大学の独立行政法人化の波の前で、大袈裟

にいえば学会の存在是か否か、それほどまででな

くても、これからの学会の在るべき姿の探求を真

撃に自分たち一人一人が考えなければならない時

期に当面しているといえましょう 。つまり版画の

今日的状況への制度的対応が望まれでもいるわけ

です。

たしかに、わが国の教育界においてこれほどに

党派も偏りもなく、平明平等に運営され活動して

いる組織も稀有のことだと思います。であるなら、

あるいはだから、この学会は新生の風を受容して

時代を生きるべく努力をしてゆこう、というのが

私の考えです。

今号には、事務局報告として、総会での決議や

そこに至る経緯が報告されていますので、ここで

はもっとも大切に考えたい三点に絞って記し、会

員皆様のご努力を仰ぎたいと思います。

1.会員組織の拡張と充実を計る

広く版画研究者(美術史家、美術館学芸員、評

論家)および中・高美術教諭の加入を推め、学会

としての発表、提言、社会への啓蒙をおし進める。

これは以前から学会内で云われてきたことですが、

これ以上の繁雑さは避けたいというところから見

送られてきました。しかし大学が推薦母体となり、

また加入者もその大学に帰属するということで落

着、大いに輪を拡げることになりました。これに

よって学会としての研究論文あるいは発表が活性

化し、また新しい風の中で相互理解も進み、ひい

ては社会に対する版画の認知度の向上に役立つこ

とができると思います。前会長が提言した、名称

から大学を取るという考えはいましばらく先のこ

とになるでしょう 。

2.大学版画展をもう一度大学人の手に

まだ具体案は貧しく呼びかけの段階ですが、や

や学生中心になってきた大学版画展を、もっと大

学問の教育が見えるような、いわば大学人がお互

い勉強し合えるような展覧会にできないかと考え

ています。例えば、版画集を作った大学があって

もいいし、版種の特殊性あるいはカリキュラムの

成果を見せるという展示があってもいいと思いま

す。

3.圏内そして国際シンポジウムの開催に向けて

大学版画展だけが重要な活動になっている学会

はやはり変則的だと思います。もっと 、版画と版

画教育を底上げすべくいろいろな意見が交換され

闘わされていいと思います。二年に一度の国内シ

ンポジウム、それをジャンピングボードにしての

国際版画交流展とシンポジウムの開催を提案した

いと思います。

昨年秋より運営委員会の下にエスキース委員会

を立ちあげ、いろいろな懸案を時間を掛けて見直

してきました。

以上は、エスキース委員会から運営委員会に上

げ、大筋で合意が得られた事柄ですが、今後新し

い運営委員会でさらに具体案が練られることと思

います。どうか会員諸兄のさらなるご意見をお寄

せいただき、同時にご協力を衷心よりお願いする

次第です。

新会長あいさつ・ー・...2



大学版画の現在

版画将来への展望

参加学生

吉田宣代(シルクスクリーン)

京都市立芸術大学4回

富永深智(木版)

京都市立芸術大学大学院 1回

浅田幸路(シルクスクリーン)

成安造形大学洋画クラス 3回

森見なお(シルクスクリーンとコラク、ラフが中心)

京都造形大学情報デザイン科大学院 1回

山本慶(銅版)

吉村美恵(リトグラフ)

勝島啓介(銅版)

金政宏治(銅版)

オブザーバー

清水佐保子

同会

大阪芸術大学 4回

大阪芸術大学 4回

京都精華大学 TA

嵯峨芸術大学 4回

京都市美術館学芸員

出原司 京都市立芸術大学

学生による座談会 2001年 12月8日

3.ー大学版画の現在

Oこんなふうになってます

出原 :今日は関西圏、といっても京都、大阪、 滋

賀の美術系大学で版画を学ばれている方に集ま っ

てもらって、学校について、自分の作品について

など聞きたいと思います。悩みとか、将来像とい

うようなことを。はじめに大学では版画は何年生

から始め られるのですか。それから自分自身はど

れくらい版画をやっているのかということも含め

て聞かせて下さい。

富永 :京都市立芸術大学では最近カリキュラムが

変わって 1回生後期から版画を始められますが、

私の時は 2回生の後期から。

浅田 :成安造形大学では 2回生でシルクスクリー

ンの実習があり 。 3回生の前期に銅版の授業があ

ります。その後は版画工房で制作することができ

ます。その他夏休みに集中講議で、シルクと銅版

が他の科や学年の人でも受けられます。

森見 :京都造形大学では版画工房のライセンスを

取得して使用します。今は1回生で版画の授業を

とればライセンスもとれるし、 4回生まで施設を

使うことができます。

吉村 :大阪芸大では 1回の時工房体験で工房を見

学します。 2回生から実際に制作をします。

出原 :全員が版画工房体験をとるんですか?自由

選択なんですか。

吉村 3週間ぐらいのローテーションで全員。

勝島 :精華大の版画専攻は独立していて、 1回生

から版画を制作しますが、カリキュラムの多くは

版画技法ではありません。 2回生から版種を選ん

で制作します。代表的な 4版種を学んでからでも、

早くに特定の版種に専念もできます。複数の版種

を併用することもできますが、 基本的には、 4版

種に先生の担当が分かれています。

金政 .嵯峨芸術大学では、 1回生の後期から版画

を始めます。 2回生でそのうちから一つ選択して、

工房に分かれて制作をします。どの版種にいても

一応その他の版を刷ることもできる状態です。

出原 :工房に分れる学校も他の版種もできるとわ

ざわざ言いましたよね、同じ版種の工房にじっと

しているのがよくないと思っていませんか。版画

をやっているのはテンポラリ ーで、別の技法を使





清水 :わからなくて混乱するのは悪いことではな

いと思いますJ 考え方やイメージを無理矢理まと

めようとするとかえって発展性が失われることに

なりますから。今までわかっていたものが、よく

よく考えてみるとわかっていないことに気づいた

りしますよね。迷うことによって、表現の幅を広

げる事ができるのではないでしょうか。それから、

絵画との比較で、絵画のことを「大袈裟j と言っ

てましたね。絵画には歴史など付随するものがか

なりあって、それらが時には大袈裟だったり束縛

となってしま ったりすることがあるし、それに対

して版画の“紙に刷る"ということに惹かれるの

は理解できます。

吉村 :私はリトプレス機を通った紙をめくる時が

好きです、制約があるので、逆にひかれます。 リ

トグラフは原理の難しさが魅力ですね。(笑)紙を

貼ったり油を染みこましたりしてあまりにも平板

な所を補っています。

山本慶:版画は通過点だと考えています。銅版画

を選択しているのは線の表現に興味があるから。

でも、横浜トリエンナーレなどで出品されている

作品と自分の銅版画とが対等なのかと疑問を感じ

ています。

森見 :私は皆さんと入り口が違って情報デザイン

科なので、課題の「犬の言葉」の時、いろいろ考

えた揚げ句、犬が噛む骨型のガムに食べられる材

料で言葉を入れたいと思ってシルクスクリーンを

始めたんです。オブラートに食紅で褒め言葉ーを制

り、水をつけて骨に貼り付ける褒め言葉 という作

品を提出したんです。私の学科は電通や博報堂の

ような広告代理屈なんかに就職するのが目的みた

いなところなのですが、絵の具にじかに触れてい

るほうが私には向いていると思います。版画の中

でも、圧力をかけて薄い紙に刷ってできるマチエ

ールというようなもの、エデイションが取れると

ころ、客観性を意識できるところの三点がいいと

思っています。今まで続けてきたドローイングと

かスケッチなんかがエデイションをつけていくつ

もできていくのは気持ちいいことでした。持って

きたのは学部の時のものと版画だけの展覧会のポ

ートフォリオです。版画が直接自分の手で触れら

れるものだから、ポートフォリオも手作りです。

5 ・大学版画の現在

作品が立体でシルクやコラグラフの版木の奥のシ

ートの作品を覗くものなので、 実際穴が開いてい

る。作品資料はインクジェットより版画で作る方

がいいと思ったのです。エデイションがとれて手

で刷れて立体にも刷れるものということで版画、

シルクスクリーンなんです。

出原 :版画を組み合わせたオブジェのような作品

なんですね、作品ファイルも写真やインクジェ ッ

トより版画が適当だった、資料は広報目的のみと

言うより手で作る実感が欲しかったと言うことで

すね。

森見 :その中にどっぷ り浸かっているとよくわか

らないけれど。

清水 :“分裂というのか、版画は作品を客観的に見

られるから、エデイションが取れて絵画のような

一点ものとは別ものだから、魅かれるわけですね。

でも、その一方で、印刷工業的な複製では物足りな

く感じているわけですね。

出原 :工業的でありながらものすごく身近でもあ

る。

浅田 :これは 「流す」という絵の具を流してでき

る作品の授業で作ったものです。テンペラの授業

ではその時流した絵の具を描いてみようと…。ジェ

ッソを主に使った{乍品、パステル、シルクスクリ

ーンで、現在はベインテイングをしています。シ

ルクスクリーンとの比較で言えば、使いたい色を

作る前に版(かたち?)を作らなければならなか

ったり、ずいぶん平面との距離がちがうように思

います。どちらかだけやっていこうとは思ってい

ません。シルクなら他にも写真を使うことなど、

もっと幅広く組み合わせていきたいと思っていま

す。

富永 :基本的には木版画、ほとんどは人のシルエ

ットがもとになっています。木版画はまず、わか

りやすかった。私は基礎課程を彫刻で学んだんで

すが、木や陶にいちばん魅かれました。作業も気

に入っています。始めのころ色紙を貼ったみたい

とか言われましたが、この版種はやればやるほど

版材の持っている魅力を引きだせるような気がし

て続けています。ペインテイングとはあまり差を

強調しないでいようと思っています。版によるシ

ステマティックな部分より、版木の上で彫刻万を



ふるって絵を描いていることを意識していきたい

なと考えています。

出原 :始めのうち木版画はドローイングのエスタ

ンプ、それがオリジナルになってきたのかな?

富永 :最近版画のためのドローイングをしていな

いかな?

出原:それって計画を一所懸命に立てないで版画

を作ることが表現につながる、あらゆる版画家の

理想でしょう。

吉田 :作品はシルクスクリーンです。おもちゃな

んですが一遍に幾コマかの撮影が可能なカメラで

写した写真が下敷きになってたり します。また写

真製版の工程を利用してよく似た繰り返 しのイメ

ージを作っています。 ドローイングでもなくタブ

ローでもなくシルクスクリーンでイ乍る意l床は、と

問い掛けられると悩んでしまいます。

出原 :好きなんです。そうでなければ困るでしょ 。

ただ、あなたの作品を誰かに気に入ってもらうの

がプロでしょう 。版画を作るのは版画を好きな人

に見せるためなんでしょうかねえ?違うのだった

ら作品がなぜこの版種なのかを伏せて独り立ちで

きたほうがいいでしょうね

Oどうしたらいい?

出原:じゃあ今度は、自分の将来像について。一

番切実な作家になる為の教育ってされてると思

う? Iどうしたら偉くなれる?Jと言う質問に答

えてもらってますか?

金政:技術面や設備面で不満はありません。不満

というわけじゃないですが、僕は同世代の美学者

を探しているんですが。キュレーターとかアート

マネージメントや美術史学者。そういう同世代の

人達とコミュニケーションの場が持てればなぁと

思う。

勝島 :ないよね。そういう交流とは少し違うけど

「次代の版画Jという展覧会で名古屋の若い作家と

交流してたことがありました。僕にとってはとて

もよかったのですが、だんだんになくなってしま

った。自主的にやろうという機運が最近はないの

かなと感じていたから、今、金政君が言った事は

すごく意外だった。

金政:無理が生じてくる。

勝島 :無理は承知なんやと思うけど、交流なんて。

でも、その時点で、金政君みたいにやる気がある

感じがしない子が結構多い。

出原 :大学でいわゆる理論畑の先生と交渉して後

輩を紹介してもらえば?他の大学ではどう?大阪

芸大や京都芸大でも少し、総合芸術や美学とかあ

るけど、そっちの人と話す事つである?

富永:同じ議議でいっしょになって、話し合う事

は出来る状態だと思う 。

出原 :大阪芸大はどう?僕が記憶 している人の中

には、版画をしていた人で、理論畑の大学院へ行

ったという人もいますよ。そういう人達と話をし

たり、する事はないですか?

吉村:私はないです。

出原 :そういう阿世代とネットワークを作って…。

それは、絶対出来ると思う 。

清水 :そういう自分と違う事をしている人と会う

のは、自分を他人の評価にさらすと 言う事です。

なぜ作っているのかとか、きちっと説明出来るか

どうか試される訳ですよね。今の現状より前に進

みたいと思って、ネットワークをイ乍りたいなら、

行動力と勇気に加えて、覚悟とそのための勉強が

いる。なんとなく、みんなで何かすれば楽しいみ

たいな事だと続かないと思う 。

出原 :今、クラスメートとはそういう話はします

か?

吉村 :します。どうするの?続けていくの?とい

う話からはじまって、なんでリトなの?とか。

清水 :直感的に思う事もあるよね、理論以前に。

そのこと自体は大事で、問題ない。理論は、どう

他人に説明するかという力。売り込みもしないと

いけないし、ちゃんと説明出来た方が、「こいつい

けるな」となってキャリアを作っていける。昔の

様に、 制作ーに筋打ち込んで、ます、あとは見ても

らえばわかります、というのはしんどい。出発点

は、この技法が気に入ったとかでもいい。なぜ?

というのを、同世代の他の人と比べたり、っきつ

めて考えることで、ものを作る事の上に重なる厚

いベールができる。出発点で止まっていては、跳

躍は出来ないという感じがします。

出原 :芸術家として、どうこの場で振る舞えばい

大学版画の現在….6



いのでしょう 。観客に対して。これはかなりキャ

ラクタ ーによるよね。それを勉強する機会って、

やっぱり展覧会とか、或いは、飲みに行って聞く

とか。そういうこと書いてくれている本も、確か

に無いことはない。著作自体が芸術家と してどう

振る舞うかという意識の上に乗っかつてできてい

て、決して解説してくれるわけではない。で、や

っぱりかなり膝を付き合わせて、それはどうなん

やと。私は作家になりたい、「どうやったらええね

ん」というのを聞かないといけないし、捕まえて

聞く以外に無いしね。そういうのは、やってみょ

うかなって思いますか?時代が変わってて、そう

じゃないのヵ、なあ...。

浅田 :今年に入ってからですが、学外でなるべく

話が聞ける ように、 (先生方に)引っ付いて行こう

とは思い始めました。一回付いていったら、色々

な話が聞けたんですよ。

出原 :話は変わりますが、前号の会報に載ってた

座談会では、もうお一方オブザーパーがいら っし

ゃって、その人は岡商さんなんです。画商さんが

どのように若い作家を見つけて、どうして売って

いくのか、みたいな話が(記事にはなってないが)

あったみたいで、(今回も、この場に)そういう人

がいれば、皆さんもその人には、売り込まなきゃ

行けないわけです。残念なことに、お呼びしてい

ません。批判を覚悟で皮肉な言い方をすると、商

業誌の方もおられず、優秀な学生を青田買いでき

る場としてこの場は機能していないんです。関西

でこういった座談会をして下さいというのは、東

京で編集をなさっている先生が依頼された訳で、

何か違いがあるの?学生さんに、っていうのがあ

ると思う 。学生はもう既に東京に来ているわけ。

ところが、関西の学校の人は、以外とのんびり屋

さんというか、お茶碗とお箸じゃなくて、先に絵

筆やと思っている人ばかり…。只、本当に食えなく

てもいいとは思っていない、成功したいで しょ?

清水 :何か、すご、いマーケットでかそうだと 。画

廊もいっぱいあって、基本的に雑誌とかも東京で

作っている訳ですからね。メディアの人が、よ く

見てくれている。だからこそ、彼らの求める美術

像っていうのがあるわけですよね。特に、最近だ

と横浜トリエンナーレ、イスタンブールピエンナ
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一レのいわゆるメディア系、写真、ビデオ、プロ

ジェクションですよね。そんなんばっかりですよ。

それで、正直言って、版画だけじゃなくて、絵画

もほとんど相手にされていない。村上隆がスター

で雑誌と連動している。そういう中で、下手する

と「版画ですかア?J rペインテイングですかア ?J
といわれてしまうんじゃないか。巨大マーケ ット

が、実は時々の流行で動いている。それが、必ず

しも自分にと って有利に働くとは限らない。

金政:東京は胡散臭いなと思ってしまうのです

が…。

清水:私も正直、思いますけどね。でも無視は出

来ない。関西に居ると、状況が押し寄せてこない

からマイペースで出来るけれども、動きに疎くな

って しまう 。状況に対してどう振る舞うかを忘れ

るのが、関西の悪い面、弱さ。東京に行く人は覚

悟がいるというか、戦略を常に考えていかないと

いけない。

出原 :関西で活躍している人が東京のジャーナリ

ズムに注目される、東京の美術館にピックアップ

されて日本の代表選手になった、というケースは

何度もあります。皆さんが全国区の作家になりた

いと思った時には、ここで学んだ、関西での活動

を捨てて行かなくてもいいですよね。これからの

課題なんです。あなたがたが場を作り、それが盛

り上がっていれば、必ず、何らかの注目はされる

んだろうと思うんですよ。せっかく、こちらに住

んで、こっちの?まあ、版画にちょっとこだわり

すぎやとか、何か色んな批判はあるやろうけれど、

一応、それなりの活動をしてきた我々のような世

代の教員ばっかりでしょまわり、でその次どうし

たらいいんでしょう?メディアが次、これ流行と、

言ってくる。別に版画にこだわってる訳じゃない

んですってソッコー乗る?と、考えてみましょう

よ。今後もあなた方、ここにせっかく来たんだか

ら、お互い連絡を取り合って、盛り上がりを作ん

なきゃって思うのね。

清水 :難しい問題がいっぱいあるけれど、反省と

か自己批判が大事なんだと思う 。「版画作ってて楽

しいし」とか、 「もうちょっ とこれで腕を上げてい

きたいなあ」だけだと、非常に閉じてしまって、

「版画村」と言われたりする。といって、モードに



どんどん乗っかつて行くのが良いわけじゃない。

常に、批判、反省していく必要があると思う 。ま

だ、皆さん 20代くらいでしょ、アーテイストっ

ていうのは定年があるわけじゃない、死ぬまで作

れるよね。すごい長い道のりですよね。その聞に

は、考える機会というのは、なんぼでも出てくる。

そのたんびに、やっぱり真撃に考えて人に伝えて

いくことで、思わぬ答えが返ってきたりする。確

かに、以前あった座談会でも、「別に版画にこだわ

ってる訳ではないし、他にあれもこれもやりたいJ
みたいなこと 言うんだけれど、実はすり込まれて

いる部分もあると思うんですよね。一見すると、

版画にこだわってませんという 言い方は、版画村

に閉じこもってなくて、非常に批判精神があるよ

うに見えるけど、逆に言うと 、今の流行みたいな

モノにすり込まれているだけかも知れないから、

版画でいいって満足するのも批判した方が良いし、

版画にこだわらないってことに疑いを持つのも怠

らないで欲しいと思います。

吉村 :外出ていったら機材が大変だとか。個展見

に行ったりしたら、版画コース出てるのにタブロ

ーしてたりとか。「もう、版画やつてません」と言

う意見をよく聞くんで"

清水 :安直に釆り換えてたりすると、ちょ っと困

る。“自分が表現したい事"は、単にテーマだけで

はない。こういう風に描きたいとか、色んな意味

を含めて、テクニックがないとやっぱり行き詰ま

る。勿論、テクニックがありすぎて溺れる人もい

るんですが、技術はなめない方がいいと思う 。技

術を極めるのを恥ずかしいと思う必要はない。

吉村 :なんかね、色んなこと言われて、あ一、そ

うなんかも、「版種選ばへんとか、コンセプトがし

っかりしていれば版種なんて選ばないよ」とかい

ろんな意見聞いて、こだわらんでいいんかなとか、

そう、苦しい、苦しくなっている、ストレスを感

じている自分とかいるから、リトで制作している

自分がいるというので、版画でできることとか、

版画らしさとか、発表の場とか、いろんな状況が

あるじゃないですか。私の周りの人は結構動機が

不純なんですけど、カフェでやってみたりとか、

清水 :あ~今、多いね。どう?そういう発表とか

つて?ああいう風にしてみたいって思うのかな?

吉村 :あ一、 一回、グループ展ゃったんですけど

も、これは白い壁のギャラリ ーで病院の壁の白さ

みたいな、絵を見せる状況って何かな?って。見

せ方というか、全然知らない人が見にきて説明が

うまく出来なかったり、 言葉作り過ぎて結局分か

らないと言われたり 。

清水 :今の「見せ方」というのはすごい重要な問

題ですよね。白い壁の問題とかもそうですが、例

えば、今言わないといけないことがあってそれを

まず言いたい、というような即効性を求める場合

は、ある種のテクニックとか、ある種の洗練され

たスタイルよりも、まずぶつけたい。それはでも、

ある種百年後まで残るといったことを度外視して

いることになる。まずインパクトを与えなければ

ならない、ということでそっちに比重がかかって

くると、極端な話、百年経って状況が変わったら

何も通じなくなる恐れもあるわけですよね。単に

今、何か言いたいから性急に動くだけじゃ、やっ

ぱり駄目な所もあります。ちゃんと残っていくと

いうことを考えると、それぞれのメッセージが伝

わるかという意味だけじゃなく、残っていくため

のテクニックみたいなものも当然必要となるわけ

です。

森見:実際問題、大学なりなんなりの施設を使っ

て、版画なら版画を続けていこうと思ったら、大

学の中で例えばT.A.とか非常勤とか技術員と

かで、残って作業しないと、何ゃそういうことをし

なかったら版画はしてはならないのかという、そ

ういうことで版画を狭くしてるのだと私は思うん

ですけど、そんなことを言っては駄目なんでしょ

うか?

出原 :どんどん言ってください。

吉村 :大学が生徒を放ったらかしっていうか、も

っと言えば先生が生徒を放ったらかしっていうか、

何か話を聞かなかったらこっちも言わないという

か。でもそれは自分からしゃべりに行かないから、

でもその食い付き方を皆知らないというか、で、

オープニングにおいでねと言われでも、何で行か

ないといけないのと思ってたら行かないし、行か

ないと分からないですよね。

出原 :そこに出てきてる人は比較的作家として自

覚が出来てきてて…。

大学版画の現在......8



吉村 :でも人とふれあったりオープニングに行っ

てあげる っていう気で参加したりとかするのって、

絵を作るときの気遣いというか、ちょっとこう汚

れを拭く手聞を作ったりとか、 気の遣い方と同じ

なのかなぁと。

清水:そこであのう学生版画展?そこで、額装と

かなってない人がすごくいて、色々お怒りをかつ

てますね。皆さん絵で食べていこうと思ったら、

コレクターに買ってもらう とか、 美術館に買って

もらうとか、そういう時に、買った側のことを考

えれば当然皆さんわかるでしょ?展示室に掛ける

時、額が歪んだ状態だとかシートが中でボトンと

落ちるようじゃ困る。そういう気遣いねえ。手垢

だらけのアクリル、実際に展示する機会がないと

自分達で作っているだけでは分からない。実際に

額装して展示する機会がないと分からないかしら

ね。

出原 :ここに集まってくれた人は、情報の供給側

に、作家として見せていく側になろうとしている

人と確信してるけれど。同級生で卒業したら版画

を出さないという人、いるでしょ?制作をしたい

と言ってる人でも、卒業 して二、三年出来ない状

況が続くと大概もうしない。で、ちゃんと就職し

てお金を稼げるようになって何十年かして、じゃ

ーあの芸術に憧れた気持ち はいったい何だったん

だろとなって、そこらの居酒屋で飲んで上司の悪

口言ってるおっちゃんらと同じ ようなこと言って

る。絵なんて何で買うねん。ほんなら車買うわ。

こういう、同じ芸術大学を卒業して、肩を並べて

作品を作っていた人にして、ああこうなるんだと。

芸術大学で教えられてる一番大切なものは芸術で

すよね。お金を稼ぐことでも立派な家を建てるこ

とでもなく、それが一番重要なことで、そのため

ならある程度、美術芸術のための奉仕もしようと

いうのが当り前じゃないのかなと思うの。でもや

だ、って言う人も一杯いると思うし。海外で展覧会、

何とかナーレとかっていうすごいのでなくて、ど

田舎、本当の地方都市でやるような展覧会に、た

くさん、芸術とはみんなの手で支えましよってい

う気持ちなんだろうな、ボランテイアをしに行く 。

美大生ってホン トにそんな余裕ない?。僕らも自

分達のやってることに魅力がそんなに無いんだと

9・ 大学版画の現在

失望するし、社会の中でそういうことにボランテ

イアをしに行くのってあまり位が高くないんだな

っと、自分の責任や、自分のやってることに魅力

があれば来るはずやと。ちなみにね、あのスーパ

ーフラ ット、 東京の現代美術館の中でやってるよ

うな展覧会にはボランテイアが殺到するわけで、

すごく打算的でやっぱり何かエコノミック何とか

みたいだって僕は思います。あのう、別に俺のん

手伝えと言うてるわけゃないで。ちゃんとそうい

うことやってれば、皆さんがずっと歳をと ってそ

れこそ互いに離れてしまうことも、せっかくの友

達と離れてしまうことも無くなると思う 。市場が

無いということもある程度解消されていくはずな

んやけどなぁと思います。何かそういうことで友

達を盛り上げるのをしていってくれればなぁと思

うんやけどね。

吉村 :四回生になって、したいなと思って一人で

やったんですけど、 一人でやろうとしたのが関連

いだ、ったのかなぁと、しかも全然動かなかった。

出原 :難しいのは、本当に頑張ってる学生を先生

が可愛がるから、ひいきと思われることかな。誰

かが可愛がってる人しか世の中に残つてないんだ

けどね。

清水 :日本はマーケットがないとか、作家がそれ

だけでは食べていけないとか、学校の先生をしな

きゃいけないとか、 一方で学生がボランテイアを

しないとか、 一見パラパラなものが、どこかでつ

ながっている。経済の問題もあるでしょうが、日

本という国における“芸術"の位置も当然ある。

つまり、例えばヨーロッパでビエンナーレをやる

と、大勢の人が手伝いにやってくるというのは、"

芸術"というものが西洋の中で地位が高いという

事。それに対し手を差し伸べたりするのも、とり

わけ中産階級以上の人にとっては、当然の振る舞

いです。日本は残念ながら芸術がそういう風に位

置付けられていない。美術館に絵を観に来るのも、

例えば休日にデートコースで来るとか、なんとな

く観て終わりで教養にはつながっていかない、と

いう日本の事情もあるでしょう 。

出原 :いろんな人がいろんな理由があったりなか

ったりで淘汰されていく 。いやな思いを持って淘

汰されている様に思います。それはお互い不幸な



関係です。素質がある学生が入学 して、教育 して

作家と して巣立っていく、それで終わり、でいい

のか?、もっと良い関係を作っていく 必要がある

だろうし、最初に言った ように、「不満がない?J 
とか「先生方がきちん とイ ンフォーム している

か?Jということに対 して、皆が好意的に、こち

らから努力を しない と、という事を言ってくれて

助けられたような気がする反面、お互いの意識も

まだその程度なのだという気もします。

あとがき:大変長い座談会でした。本当はまだこ

のあと飲み屋でずいぶん話をしました。そこでの

方が面白いことを言ってたような気もします。お

かげで原稿をシェイプア ップするのが‘大変でした。

皆さんとても長 くて退屈なテープを年末の忙しい

時にワープ口で起こしてくれて本当にありがとう 。

特にそのすべてを携帯電話のメール機能を使って

送っ てきてくれた学生さん、本当に感謝してます。

でも、臆鞘炎には絵筆を握ってなりたいもんだよ

なア。学生座談会にしては司会ti'かりがし ゃべっ て

いるよう ですが、筆者がみんなの言葉を勝手にい

じっ たせいで、 結局自分の言葉の方を可愛がって

しまったからです、その点お詫びします。最後に

なりま したが、市美の清水さんほんとにありがと

うございました。

座談会風景

山本 慶 大阪芸術大学

勝烏 啓介 京都精華大学
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開・I!'

金政宏治 嵯峨芸術大学

吉村理恵 大阪芸術大学

森見なお 京都造形大学
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富永深智 京都市立芸術大学

浅田幸路 成安造形大学

吉田 宣 代 京都市立芸術大学
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報告2つのシンポジウム

京都市立芸術大学 木村秀樹

13・ e 報告 2つのシンポジウム

200 1年後半に、図らずも 2つのシンポジウ

ムと関わる事となった。 1つは、 1 0月10臼か

ら13日にかけて、 米国.オレゴン州ポートラン ド

市で開催された、 iCrossingBoundaries East-West 

Symposium in Print Art J、今一つは、 12月1

日、京都市で開催された IEXTENSION/MAXI

GRAPHICA J展の併設シンポジウムである。

前者に於いては、 1講演者として出席し、後者

に於いては、企画と運営、及び講演者とシンポジ

ウムのノTネラーとして関わった。

時期、場所、規模、等、大きく異なる 2つでは

あるが、「版画」をテーマの基軸に据えている点は

共通している。

以下は、その報告である。順次、 2つのシンポ

ジウ ムの概要を項目別に記し、必要と思われる箇

所には、若干のコメントを付した。最後に、出席

者としての感想を記し、まとめとした。

l、メインタイトル

“Crossing Boundaries East -West Symposium in Print A代"。

直訳すると「境界績断、東一西版画会議Jだろうか。

2、会期

2 0 0 1年 10月10日-13日

3、会場

アメリ力合衆国、オレゴン州、ポートランド市にあるポートランド州

立大学のリンカーンホールを中心とした、槍々な施設。

シンポジウムの主会場は、ホスト校であるポートランド州立大学のリ

ンカーンホール。観衆約 400人が収容でき、オーディオ設備を完備し

た講堂である。ダウンタウンヱリアから市電で 15分という便利な場所

にある。ここで 4日間、午前午後を通して講演、パネルディスカッシヨ

ン、パフォーマンス等が繰り広げられた。

隣援したピルの 1フロアでは画材フェアーが開かれており、各ブース

では、版画材、 書籍、デジタル機器、等を専門に銀う、ディーラーやメ

ーカーが製昂の説明や商いに勤しむといった風であった。

また、協賛校に付属した展示スペース、及び、市内に点在している画





*講師ヒユーメリル、力ンザス市立美術大学版画科教授

・ 「東洋と西洋の文化交流。倫理的、社会的、政治的、美学的見地か

らJ

*講師 リック JCルトウ ネイティヴアメリカンの血を引く銅版画

家

*講師 クー ジョン パンクーパー在住の中国人版画家、ブリティ

シユコロンピア大学講師

*講師木村秀倒版画家京都市立芸術大学教綬

*パフ才一マーキャロルキム キャυフ才ルニア在住の緯国人パ

フ才一ミングアーテイス卜

・ 「裏返し/その裏返し」

*講師ジュディスブロドスキーラトガ一大学教授

*講師メルチン中国人マルチアーテイスト

*講師力一モン コランジ工ロ ジョージア大学教授

*講師 クリストフアー スベランディオ ニューヨーク在住のアー

テイスト。アニメーションを活用する。

・ 「マスプロ時代の版画制作ーなぜ気にするのかつJ基調講演

*講師スーザン トールマン著述家、コラムニス卜、「現代の版画J

という著.がある。

・ 「版画期j作の現在」

*講師チャーリーコ一八ン版画家、ハワイ大学版画科主任助

教授

*講師工イドリアンハーマン カンサス市立美術大学版画科主

任講師

*講師平塚雄=銅版画家オレゴン州立大学助教授

・ 「版画批評の現在」

*講師ヒンヤンツァオハワイ大学中国美術講師

*講師ステファン ピーターセン美術史家

*講師スーテイラー美術史家ポートランド州立大学講師

・ 「美術館と教育者の役割の変化J

*講師スティーブムラキシ クランプルック美術大学プリン

トメディア科主任

*講師カリン ブリユーアーサンフランシスコ美術館版闘部

キユレーター

・ 「版画蒐集の現在、コレクターの言い分J

*パネリスト サム デビッドソン シアトルのギャラリーオーナ

*パネリスト ロパート コクス ポートランドのギャラリーオー

ナー

*パネリストマークアランシュワルツ デトロイ卜のコレク

ター

*パネυストジヨーダンシユナイツアー コレクタ一、シンポ

15 報告 2つのシンポジウム

ジウム名嘗会長

田 「シンポジウムの総括J

*パネυスト リズイングラム版画家、カナダ、アルパータ大学

教授

*パネυスト ク1)スティ 工ドムンズポートランド現代美術館学

芸員

*パネリスト ヒューメリル

*パネリストスティーブムラキシ

日、入場料

基本料金 25 0ドル。前売り、学生割り引き有り。ζのイヴ工ントに

関する出版物を受けとれる他、すべての催しものにフリーパスできる。

9、予算規模

正確なところは不明だが、関係者の 1人かう聞いた話では、 $200

00口、約 26 0 0万円とのとと。

1、メインタイ トル “EXTENSION/MAXI GRAPHICA"シンポ

ジウム

2、会期

3、会場

200 1年 12月1日 13:30-17:00

京都会館 2F会議場 (400人収容可)

4、主催(企画者)MAXI GRAPHICA現代版画の可能性を愚大限に

追求することを目的として、 1 9 8 8年に立ち上げられたグループ。

関西在住の版画家 10人が構成員。展覧会の主催者でもある。

5、協賛 松下電器産業株式会社、画委堂、工グザイルギャラリー、

ノマルエディション、他

B 、主旨と概要

このシンポジウムは、 11月27日-12月9目、京都市美術館分

館で開催された rEXTENSION/MAXIGRAPHICA J展に併設した催

し物である。従って、シンポジウムの内容は、展覧会に展示された作

品群を、より良く理解してもううための情報を提供するという目的か

らは醗れることはできない。しかし、それは、現代版画の状況に対す

る認識を広く一般に知ってもらう為の情宣活動とも言えるだろう。

とはいえ、予想される観客の層は、美術大学の学生と作家をはじめ

とした美術関係者が大半を占める中で、議題が専門的に傾くことは‘

ある程度はやむを得ない所であった。

主催者としては、 MAXIGRAPHICAという運動体の内実と現在位

置を確認し、その上で、その可能性を聞い直す機会となることを期待

したのである。

7、議題と演者

・ 「版の樋造J演者、木村秀樹

版の構造を「間接性と複数性、 2つの引力によって引き裂かれつつあ





共同研究

五箇山和紙

武蔵野美術大学 渡遺洋

17....共同研究五箇山和紙

本稿は、武蔵野美術大学共同研究の助成を受け

た 「五箇山和紙」から、雁皮紙の開発経過を示す

研究報告である。

はじめに

199 9年 5月に武蔵野美術大学は、カナダ ・

アルパータ大学 との版画交換展 「生の視線一触

覚 ・軌跡 ・領域jを開催した (註 1)。そのき っ

かけは、 1 9 9 4年に武蔵野美術大学池田良二教

授が、アルパータ大学より客員教授として招聴さ

れたことにさかのぼる。 19 9 7年アルパータ大

学において、版画教育 25周年を記念する「サイ

トラインズ ・版画とイメ ージ文化」と題する国際

シンポジウムカt開催された。このシンポジウムに

は、大学版画学会から東京芸術大学中林忠良教授、

京都市立芸術大学木村秀樹教授、武蔵野美術大学

池田良二教授が参加している (註 :2)。同大学は、

北米圏で版画教育に力を注ぎ、その活動において

も意欲的な試みを続けている大学である。同大の

写真製版法による 表現と合わせて、シンコーレ

(註 3)による刷り技法も特徴の一つであるが、そ

れに用いる雁皮紙が海外において入手困難であり

教育の現場からその改善が望まれていた。

相倉合掌造り集落





2、雁皮紙の原料を、国産のものに限る。必ずし

も原料が産地と同じでなくとも、良質であれば可

とする。(江戸時代より雁皮紙は献上品として藩政

の保護を受けることが多く、和紙原料の生産地と

の関係が深くなり、同時にその製法が他藩へ流出

する事を禁じていた。)

3、製造を管理出来て、微細な調整が可能な小型

の機械による製法の確立を目指す。(高度な手漉き

によ ってつくられる製法では、漉き手の高齢化と

後継者不足によって失われる可能性がある。)

4、和紙製造地の中にあって、これまで雁皮紙の

生産に関わっていない五箇山の平村和紙工芸研究

館を中心として研究実験する。(経験の豊富な格紙

の漉き手の、東秀幸主任研究員を中心とする。)

5、試作後は、製品として生産する事を前提に取

り組み、試作研究の後、北米圏のアルパータ大学

を中心とした地域で教材とする。同時に囲内では、

和紙工芸研究館を中心として、版画教育を行って

いる大学を対象に通信販売を視野にいれて検討す

る。

6、近い将来には、地場産業の一部として確立す

る。専門家用 (銅版雁皮刷り用)と一般的な教材

の2種類の製品化を目指す。

1 雁皮紙

1-j 雁皮紙の歴史と原料

雁皮は、古くから格と並び製紙原料として扱わ

れてきた。雁皮は、ジンチョウゲ科の野生の植物

で、 一般的に栽培する事はせずに自生するものの

樹皮を収穫して用いる。自生地が甚だ狭小で、ある

がゆえに (東海以西、北限は石川県南部といわれ

る。)、現在その原料は貴重なものとな っている。

雁皮の繊維は細く短いので、紙の表面は綴密で極

めて肌理が細かく滑らかになる。また、雁皮紙の

特徴としては、極めて変色しにくく、虫による害

からも湿気からも強く、改寵も出来ないので昔か

ら重要書には必須のものとされてきた。絹や麻な

どが風化してゆくのに対して、雁皮紙による多く

の古文書は当時の姿をとどめていることからも、

保存性の高さをうかがうことができる。古代では、
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斐紙または肥紙と呼ばれ、鎌倉時代以降には、そ

の色が鶏卵に似るところから、雁皮紙を鳥の子紙

と呼ぶ事もある。雁皮紙には、独特の光沢と渋味

があり 「和紙の王」 の別名もあり (註 :6)、絵巻

物や仏教教典、上品な仮名書き文書に使用され、

戦国の諸将も愛用して自筆書状に多 く使われた。

元来、雁皮の繊維は単独で用いられることよりも、

格繊維と混合して漉かれる事の方が多かったよう

である。雁皮紙としての需要の拡大は、むしろ近

世、近代にな ってからのことである。現代では、

雁皮の代用として三極を用いることも一般的にな

っていて、原料の希少性と製法の伝統継承から、

年々貴重なものとなっているといえる。また、 産

地によ って原料・製法に異なる部分があり、地域

差による紙質の変化がある上に、 手漉きで漉かれ

る場合が大半を締めるため、漉き手の技巧によ っ

て紙質も左右され、製品としての品質は決して安

定したものではないと考えている。

1-jj 雁皮紙の製法と工程

Oたくり

材料は皮の状態にして、たくりこという 金属の道

具でこすって黒皮を除去する。ここまでは事前に

作業可能で、あるが、次の洗いのところからは、紙

を漉く予定にあわせて進めていく 。

0洗い

コンクリートでできた水槽に入れる。煮熟の準備

としての作業で、目的としては繊維をふやかせる

ために行うものである。洗いは、繊維を水に叩き

付けるようにしないと砂やゴミが落ちてくれない

ので素手での作業となる。水の温度は、暖かい方

が良いのだが、冬の山間部となると凍る寸前の水

になるため時間を長くする。

0水浸又は雪晒 (ゆきさらし)

格の場合、黒皮を除去 したあとに葉緑素の緑色が

必ず残る。繊維の色素を雪晒しをして脱色する。

期間的には一週間、 雪に埋もれないように入れた

り出したりする。

0煮熟 (しやじゅく )

木の繊維は、リグニンという接着剤のような役割

をする物質によ ってより集ま っている。そこでア

ルカリ性のソーダ灰 (以前は木灰を用いた)をま





形式 (①、②)で、桁自体は 2メートル程行った

先でたま った紙の繊維を上から降りてくるフ ェル

トに圧着し、その後は回転して元に戻る。フェル

ト (①)によって紙は運ばれ、次はシリンダー漉

き (④)に入る。シリンダーは金属製の紗が巻か

れた筒状のものがフネの中で回転する形式で、筒

の外側に紙の繊維がたまるようになる。

0乾燥

先程と同じくフェルトに圧着、脱水した紙はスチ

ーム乾燥機へと運ばれて (①)巻 き上げ (⑥)が ① 

行われ、乾燥した雁皮紙となる。

0製品の選別

⑤の大型ドラムでスチーム乾燥後、雁皮紙のシワ、

塵の点検を行い、良質の部分の部分を lmx2m

の製品にしていく 。

① 

② 
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④ 

⑤ 

⑥ 



2 試作雁皮紙とその経過

2000年

4月 *研究メンバーに よる役割分担及びスケジ

ュールの確認。

5月 *和紙 ・特に雁皮紙に関する資料収集及び

検討。

6月 3日 *五箇山地域の視察。 *平村役場、

文化遺産各所を訪問。 *平村和紙工芸研究館と共

同研究の申し込み。 *池田教授から作品制作時に

収集されて来た国内各地での雁皮紙が示された。

しかし、色、 厚さ、透か しの度合いの違いがわか

るのが、 池田教授、東主任研究員、和国主任であ

り、この状況から単なる試作に留まることなく収

集された雁皮紙の分析を依頼する。それを受けた

かたちで良い雁皮紙を作りたいという 池田教授の

求める雁皮紙を目指す という基本方針になり、

rRyoji、sgampiJという紙の名称、で雁皮紙を開発す

る事が、完成前に話し合い合意された。

*試作紙制作の依頼 (東秀幸主任研究員 ・和田善

久主任)*研究メンバーに よる各検討を行う

7月 20日 *第 1回試作雁皮紙の完成。無着

色 ・着色の 2種で幅 1メート ルの機械漉き 。ここ

では、タンモウのみの 1枚漉きを行った。染料に

よる染めに色抜け等の問題は発生せず。銅版画用

雁皮紙としての問題はなかった。 しか し、(除塵)

と (透かし)に問題が残った。雁皮の繊維の固ま

り、溜まりが肉眼で確認できる上に、 ロー ル状で

の連続した巻き上げ乾燥が困難であり、状態の良

い各所を lmx2mに裁断している。 *平村和紙

工芸研究館を訪問。『版画用紙としての 「五箇山和

紙jについてJ版画コース大学院生、研究員を交

えてシンポジウムを開催する。 *この研究では 7

色の染色試験を行い、それぞれ耐光堅ろう度試験

を行った。色は単色ではなく何種類かの染料を混

ぜて色を作る。 *研究の経過としては、染め方に

よって耐光堅ろう度に変化があることと、格にく

らべるとガンピの方が染まりやすい事がわかった。

rRyoji、sganpiJでは、 3種類の染料を用いて調合

し染めを行った。 *試作紙の染め色の耐光度を、

富山県工業技術センターに依頼する。

9月 *武美大大学院版画コ ースに よるテスト

成 績 通 知書
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2-i 

試験方法 :]IS L 0842基準

カーボンアーク灯光 20時間露光

日光約 300時間分

富山県工学技術センタ ーによる

耐光堅ろう度は、

7種類すべてにお

いて 3級あるい

は、 3級未満であ

った。

プリン トを経て、第 2回試作雁皮紙制作を平村和

紙工芸研究館に要請する。

1 0月 *第二回目試作雁皮紙の完成。無着色

の l種。 *2回目の試作においては、タンモウと

シリンダーの異なる透きの、 2枚で I枚にする方

法を採用、結果として紙は、染めがないものであ

ったが、チリとゴミの問題が解消されつつあり透

かしにも大きく改善が認められた。 *1 0月 24 

日、北米地域での現代版画と和紙の需要について

の市場調査の為、池田教授が第 2回試作雁皮紙を

持参 して、渡米。その後、カナダへ渡りアルバー

タ大学の共同研究者イングラム教授との今後の研

究についての検討と第 2回試作雁皮紙のテス トプ

リントを依頼する。

1 1月 *米国最大の和紙代理販売庖、ヒロ

ミ・ペーパー・ インターナショナル (ロサンゼル

ス)より、先の試作雁皮紙に対して打診がある。
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2 0 0 1年

1月8日*アルパータ大学のイングラム教授

より試作紙に対する下記の研究報告が寄せられる。

2-ii 

.富山雁皮紙のテスト結果について

リズ ・イングラム

提供された雁皮紙をもとに様々な技法を用いてテ

ストを行いました。以下に今日までの研究結果を

報告いたします。

リトグラフ

1、ダイレクトリトプレスで刷った石版の手描き

ドローイングの場合 *雁皮紙を湿した場合、乾

いて刷った場合の両方において素晴らしいディテ

ールと幅のある表現が与えられます。湿した場合、

豊かな黒があらわれると同時に色は濃くでます。

しかし濃いグレーのエリアでは繊細な表現に欠け

るようです。

2、ダイレクト及びオフセ ットプレスで写真製版

を刷った場合 *ディテール、色、 表現の幅とも

に同様の素晴らしい結果を得ました。

3、写真製版をラパーベースインクでウォーター

レスリトグラフで刷った場合 *ディテール、色、

表現の幅ともに同様の素晴らしい結果を得ました。

従来のリトグラフ、ウォーターレスリトグラフ

ともにダイレクトプレス、オフセットプレスの両

方でテストした結果、この雁皮紙は粘着力のある

リトインクに対して繊維の剥離、破損もなく強靭

であると思われる。

本実験で刷り上がったイメージは後に、すべて

裏打ちしました。裏打ちのためにこの雁皮紙を湿

すと乾燥後に紙の収縮が強く出るようです。

凹版

1、手描きの銅版凹版を刷った場合 *ディテー

ル、色、表現の幅ともに同様の素晴らしい結果を

得たのはアクアチントの豊かな黒とグレーのエリ

アです。紙の収縮は予想を越えたものがあり、雁

皮刷りの場合寸法に正確を期すのは難しいと思わ
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れます。

2、腐食をしていないリストンフィルム版、腐食

をしたリストンフィルム版を刷った場合 *リス

トンフィルム版は紙への接着が、剥離もなく素晴

らしい結果を出しています。大型の作品をリスト

ンフィルムの写真製版で刷ってみましたが、細部

にわたって良好です。この作品は裏打ち用の版画

紙をマウントしないで刷りましたので、版から剥

がす際はドライヤー乾燥させながら剥がしました。

乾燥にはかなりの時聞がかかりこの点には留意し

ております。

3、銅版フォトグラビュールにおける細部表現に

ついて *グラビュールに特有の質の良いシルバ

ーグレイを保持しつつ、ディテール、表現の幅と

もに優れています。刷りは裏打ち紙の接着と同時

に行いました。紙の収縮には予想を越えたものが

あり、吸水力が高すぎるようです。グラビュール

の刷りにはかなりの圧をかけなければなりません。

ガンピ紙に含まれる過度の水分はイメージとの境

のところで織となってあらわれるようです。

4、リトグラフ・エ ッチング併用版での刷りの場合

*この併用版での刷り上がりは良好です。イン

クが厚 くのっているところでも、ぎらつきがなく

インクの層を重ねることができます。

第 2回試作雁皮紙についてのまとめ

この雁皮紙は様々な状態のなかでも素晴らしい

結果を得ることができます。様々な状況において

耐久性、融通性に優れています。留意しておくべ

き特徴としては吸水性、保湿性の点において言及

できると思います。おそらくこれは次回の課題と

なるでしょう 。紙の大きさに対してこの強靭性と

繊細さを兼ね備えていれば、学生が求めやすい価

格レベルに抑えられるならば、高い需要が見込ま

れると思います。 200 1年 1月8日

3月: イングラム教授の指摘を踏まえて、第 2

回試作紙の総合的問題に、「紙の収縮」が明らかと

なった。この背景には、漉いて間もない状態での

現象との見方もあり、 一概に試作研究のため、参

考にして検討すべきか疑問だった。池田教授の実

験によると、 「紙の収縮」より銅版による深い腐蝕





も地域的にも格紙を主産としているため、正直か

なり抵抗があった。」と振り返る。そして「でも、

透かし(雁皮繊維の絡み)が大切な版画用の紙で、

凹版のシンコーレ という特殊なものが求められた

ところに、挑戦するというやりがいがあったJI池
田教授の紙を見る時の眼の輝きが刺激になった。」

と続けた。彼に よって挑戦と言わしめた戸惑いが、

試作が成功しつつある現在になって、和紙工芸館

が必要としていた刺激だったのではないかと推察

することができる。「いままで機械では、雁皮の厚

いものは漉きにくかった。透かしの作り方にとて

も苦労したので、素材の違いによる漉き方の変化

に興味深い結果があった。また、とても、面白い

紙になって、版画以外の他の分野でどういった用

途が今後でてくるか、楽しみである。」とも加えて

いる。池田教授は 「富山人のすばらしいところに

触れることが出来た。Jと云い、そして、「この雁

皮紙が、将来版画制作の中で用いられ、その内外

の作家が平村を訪れ、滞在し、制作活動の出来る

アーテイスト・レジデンスの核として、その交流

の場から新しい五箇山の歴史の一部となり、地域

と共に発信しながら発展していくことが叶えば。」

と結んだ。

抄紙東主任と池田教授

4 I五箇山和紙」と地域との交流

経過と報告

2 0 0 0年

1 0月*田中秀穂教授を中心として平村和紙

工芸研究館より提供された五箇山和紙による、テ

キスタイル分野で AXIS(東京)にて展覧会を開催。

25 ・共同研究五箇山和紙

1 2月*平村役場に展覧会を含めた試作雁皮

紙の研究発表会場として、相倉合掌造り集落内の

家屋を打診する。

2月 *平村役場、平村和紙工芸研究館訪問。

研究発表時期を、平成 13年秋と定め平村と交渉。

3月 *森山明子教授を中心として、展覧会と

ワークショップの企画を平村に提案する。

井出創太郎 Ipiacer d' amour bush <相倉>J
平村中学生によるネ ットワーク型情報発信

4月*I五箇山和紙がアート になるJ実行委

員会発足する(委員会には共同研究から筆者が参

加)。改めて、展覧会とワークショップの提案を行

う。平村役場、平村和紙工芸研究館、相倉合掌造

り集落、平村教育委員会、北日本新聞社、富山県

立近代美術館を訪問。

9月*全国和紙ちぎり絵展開催ー田中秀穂教

授が審査員をつとめる。

1 0月*旧山崎家/相倉「相倉/その光と襖」

展を開催する。(共同研究より 試作雁皮紙を提供。)

*旧高桑家/相倉「五箇山和紙がアートになるワー

クショップj開催する。*平村郷土館/平村「版画

/五箇山和紙による試み一本というカ タチー」展を

開催する。

この共同研究の外郭にあたる以下の研究発表を

行った(註.7)。

1、「井出創太郎ー相倉/その光りと襖」相倉合掌造

り集落内旧山崎家 2001.10.14-11.11。

2、武蔵野美術大学大学院版画コース学生展「五

箇山/和紙による試みー本というカタチ」平村郷土館

11.3 -1l.250 

3、平村立平小学校の児童とのワ ークショップ

「五箇山和紙がアートになるワークショ ップ」相倉

合掌造り集落内旧山崎家 10.27-10.28。

これらの催しでは、全て五箇山和紙を使用した。

積極的に関わった出品者は、井出創太郎、海保

貴子、木村崇、近藤英樹、朴修希、村野良子、小

野直子、金井理恵、武田康祐、増田千恵、矢田辺

寛恵、結城泰介、金羅英、そして筆者である。

上記の発表は、共同研究の外郭に位置しながら、

メセナ協議会の認定を受けるに至る。この企画に

対して、平村教育委員会、平村和紙工芸研究館、





『包み紙Jの版画作品

明星大学 岡谷敦魚

27・ f包み紙jの版画作品

毎年、明星大学造形芸術学科陶芸コースの学生

たちが、新潟県の湯之谷村との交流を行 っている。

今回で 5年目を迎えるこのプロジェクトは、湯之

谷村のみなさんへ、陶芸コースの学生が制作した

陶器を贈り、かわりに当地でとれるお米をいただ

くというものである。 陶器を制作した学生と、そ

れを使う人々との直接的な対話を一つの目的とし

たこのプロジェクトは、5年という実績が示す通

り、湯之谷村の人々に広く親しまれている。作品

を通じ、それを制作した学生と使うものが直接的

な対話を行っていることに共感した。鑑賞者と制

作者との対話のみならず、陶芸と版画というま っ

たく別の目的をもった制作者同士が同じプロジェ

クトに関わることで、客観的な意見交換が出来る

であろうと思い、この機会に参加させていただく

ことになった。そして、そんな意見交換の場から

版画コースは「陶器を包むための 『包み紙JJを

制作することになった。今回、陶芸コースの学生

が制作した陶器(とんぶり茶碗)の個数にならい、

版画コースの 3~4 年生 11 名と私の合計 12 名

で、約 1200枚の和紙を使用した版画作品を制作

し、平成 13年 10月 11日に湯之谷村で行われた

贈呈式にて陶器を包み、プレゼントしてきた。

今回、『包み紙』という形で参加したきっかけ

は、「浮世絵版画jの影響がある。浮世絵版画

(錦絵) とは、いうまでもないが今から 150年

以上も前の作品にもかかわらず、なお日本国内外

を問わず世界中で広く親しまれている日本古来の

版画作品である。この状況を生み出したのは、浮

世絵版画の質の高さと 当時のジヤボニズムブーム

陶芸の学生作品 並べられたどんぶり茶碗



贈呈式会場での包み紙配付コーナー

もあるだろうが、陶器を輸出するさいにこれを包

むための包み紙としてこの浮世絵版画が使用さ

れ、数多くの作品が世界に流出したことも要因の

一つだと聞いている。当時日本では、 包み紙とい

う機能と価値しか認識されなかったものが、フラ

ンスを中心とした海外では、 その 『包むjという

機能を終えたあともなお I版画作品jとして再び

価値をみいだされ、現在でも大きな影響力を持っ

ていることに興味をもった。

ただし、包み紙にすることへの抵抗感もたしか

にあった。やはり 一生懸命制作してきた版画作品

を、ともすれば捨てられてしまう包み紙にするこ

とは感情的に理解することが難しかった。が、観

覧者である湯之谷村のみなさんにとって、かつて

の浮世絵版画のように自然に手に触れ、鑑賞する

スタイルで版画作品との出会いを体験して頂きた

いと思った。それは、画廊や美術館で版画作品を

直に触れる機会は少ないであろう し、版画に限っ

たことではないが、作品を所有して初めて個人的

な作品との関係を深めることも多く、そのような

関係から作品に対する理解も生まれてくるのでは

ないかと考えたからである。

このプロジェクトを始めるにあたり、学生達と

一つの約束事を決めた。それは、 rr包み紙jとし

て使用することを考えず、今まで通りに f版画作

品jを制作すること」というものであった。単な

るパッケージデザインとして、大量生産するため

の印刷技術として包み紙を制作するわけではない

ということ。また学生にとって、自己表現を目的

とした作品を作ることはもっとも自然なことであ

ることからである。作品をみせていく方法はかわ

ったとしても、自己表現と しての版画作品を制作

する行程と質は今までとかわらないようにするこ

とが、今回のプロジェクトのもっとも核となる部

分の一つである。 今回のこのプロジェクトは版

画と鑑賞者の基本的な関係を模索する教育研究活

動の意味合いが強い。版画の作品発表の場と方法

を展開することで、学生それぞれの作品制作の目

的をみいだすきっかけにもなったようだ。機能を

もった作品のほうが目的意識を持ちやすいと考え

る学生もいたし、作品を所有していただくという、

作品を制作するものにとって最も基本的な目的そ

のものに喜びを感じた学生もいたようだ。 陶芸

コースの学生たちとの対話で感じたことは、作品

を制作した後の展開の発想そのものの違いであ

る。版画の場合は展示して鑑賞することで一応の

完結をみるが、陶芸の場合はむしろ鑑賞したあと

が重要であるため、作品を見せて、使ってみて、

その後のフィードパックも一連の行程に含まれて

おり、より鑑賞者との関係を重視しているように

感じた。 また、材料の土と柚薬にするための葉を

現地で採取しており、地域との関連性も深いと感

じた。版画と地域性との関係は和紙の制作などに

応用していけるかも知れない。今後の課題にして

行こうと思う 。 このプロジェクトの結果は、 一

度行っただけではすぐにはみえてこない。何度か

対話する機会をもち、もっと参加者同士がよりふ

かい関係をもつことで違う展開を見せることも出

来るであろうと，思った。

学生作品 包んでみて初めて気がついた

『包み紙jの版画作品・ .28



韓国の大学版画教育の

現況調査

弘益大学校 朱星泰

29・ e 韓国の大学版画教育の現況調査

1. 韓国の版画教育概要

韓国版画の始めは仏教が盛行して、仏経の版画

から出発してきたが、それは結局印刷文化の発達

と密接な関連性を保ちながら、その技法といっし

ょに発展してきたということがわかる。しかし今

日に至まで韓国の古版画に対する美術史的な関心

と研究はとても微々たるものであったと言えるだ

ろう 。それを指して韓国内の美術界では一言で

「韓国美術史の死角地帯Jと言っても過言ではない

ほど疎外されてきた事実を認めている。それから

木版および金属活字などの、華やかな古版画(印

刷)の歴史が存在していたということを認識しな

がらも、それが近代版画に繁がって、また現代版

画に連結していく、その時点が確立していない韓

国近代版画の不在感をも実感している。つまり朝

鮮の生活木版画、または民画などの韓国伝統版画

の歴史といっしょに、朝鮮末から現代版画の始め

までの時間がどのように埋め尽くされるべきかと

いう問題である。

近代的な意味での西洋画家達の出現は、大略 1

910年代から始まった。彼らによる版画作業は

殆んど発見されず、 1 920年代に雑誌の表紙や

新聞の挿話などを通じる出版物の場を借りて残さ

れているぐらいだ。

芸術作品としての版画は 1922年から 194

O年頃の聞に制作、出品による幾人かの作家達の

作業が伝わってきたが、作品で確認できる版画家

は 19 5 0年代にその数が少しずつ前面に登場す

るだけである。

版画界の代表的な動きは 1968年結成された

韓国現代版画家協会である。初期の版画家(協会

員)の版画作業は、厳しい条件の下でいわゆる悪

戦苦闘の連続だった。 19 5 0年代にはすでに初

等学校、中等学校で美術授業の中で版画教育が始

まった。それに 1960年中頃に入って、美術大

学内の西洋画学科 ・絵画学科を中心に版画授業が

行われ、その中から個人的で版画制作をしてきた

幾人かの作家達の愛情と努力で版画に対する認識

が少しずつ拡大してきたが、実質的に囲内で版画

の教育のできる専門機関がなく、当時の若手作家

達の版画に対する意欲は、相対的に消極的になる

しかなかった。その頃、アメリカやヨーロッパな





2 )美術学部、または造形学部に

版画専攻授業が

行われている大学の現況

教職日現況 募集人民現況

大学名

専任 副手 講師 学部 大学院

1.高麗大学校 2 

2 韓国芸術綜合学校 i 1 平均10名

3 檀国大学校 3 平均20名

4 畷園大学校 3 

5 中央大学校 2 

6 水原大学校 4 

7 度黒大学校 I 

8 建国大学校 2 平均25名

9 京国大学校 2 

10 江原大学校 4 13名

II ソウル女子大学校 25-30名程度

12 ソウル産業大学校 I 3 授業平均30名

13ソウル教育大学佼 授業平均10名

14 大郎教育大学校 40名内外

15. j莫城大学校 4 

16 釜山大学校 2 

17 江南大学校 I 

18 公州大学校 I 25名

19 江陵大学校 2 

20 慶南大学校 I 

31 韓国の大学版画教育の現況調査

設111年度 備 考

美術教育科
1989 

2 1997 造形芸術科で統合

3 
西洋画専攻

1984 

4 絵画科 東洋画 15名 /西洋ー0画名 25名 /環境彫刻科
1982 

5 西洋学部

6 造形芸術学部(東洋画30名/西洋同li40名/彫塑30名)

7 ~術教育科 学部40名
1965 

8 1.2.3.4学年一30.20あ.29

9 美術学部、各学年55名

IO 美術教育科 美術教育科、各学年80名
1974 

I1 

12 

13 

14 

15 芸術大
1995 

16 美術学科、各学年当り90名

17 美術学科 学年目1)40名
1981 

18 

19 美術学科
1979 

20 美術教育科
1971 

弘益大学校版画科の実技室の一部



3.各大学の版画教科目の現況

韓国内にある大学版画教育の形態は日本と違っ

て、集中授業形態ではなく、 1・2学期別に版画

科目を設置した後、 学期別に版画授業を行ってい

る。版画授業を実施している大学の版画教科過程

の現況は以下である。

1 )版画専攻学科が

設置されている大学の教科課程

履修区分

大学名 学年 教科目 I学期 2学期l

必修 選択

O 基相j版画(1)(2) O O 

O 基初版画技法(1) O 

。 基初版画技法(2) O 

O 銅版画ij(I)(2) 。 。

O 版画i史 。

2 O 石版蘭(1) O 

O 版画実技(A)(B) O 。
弘

益
。 版画造形僻究(lX2) O O 

大

学 o 石版晒(2)(3) O 。
校

O セリグラ7ィ o 

。 版画製作(A) O 

O 銅版画(3) O 

3 

。 現代版画特論 O 

。 木版画(1)(2) O o 

o 版画造形研究(3)(4) O O 

O 写真版画 O 

履修区分

大学名 学年 教科目 i学却1 2!:幹即l

必修 選択

O l置回実技(C)(D) O O 

O 版画製作(B)(C) O O 

百‘

主主

大 4 O 綜合版画研究0)(2) 。 O 

学

校

O 特殊版画(1)(2) O O 

。 印刷学 。

O 基礎版画l O O 

O 銅版問実技 O O 

O 石版画笑技 O O 

2 

O 石版画研究 o O 

O 木版画研究 o O 

O シルクスクリーン研究 O O 

秋

i:Jt 

芸 O 銅版画研究 O O 

持k 3 

k 
混合技法研究

~ 
O O o 

校

O 実験版画 O O 

O 特殊版置1 O O 

O 自由製作 O O 

4 O 版画研究 O O 

O 応用版画研究 O O 

。 コンピュータープリント O O 
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履修区分 履修区分

大学名 学年 教科目 l学期 2学JUI 大学名 学年 教科目 l学期 2学期

必修 選択 必修 選択

。 版画 I O 版画I 。

梨
O 版画2 。

花 O 版画日

女 大

子 学

大 院
O 版繭計画 I

車1I

車下

大 4 O 版画3 O 

学
学

校
校

O 版画4 。
O 版画計画 E

。 複合媒体芸術l O 

O 複合媒体芸術2 。
O 版画基初I O 

O 版画基初2 o 

O 版画妓法l O O 

O 版画校法2 O 
2 O 

O 版画論l 。 誠 専攻実技1.2.3.4

i~ 3 O 

O 版画諭2 O 女

子

2 。 現代版画研究I 。 大
4 O 

学

O 現代版画研究2 。 校
大

朝 学 専攻実技1.2.3.4

鮮 O 筆.. J技法 。 院

大

学
O 版[面笑校l O 

校

O 版画案技2 。

o 版画製作l O 

。 版画製作2 o 

O iJi合技法研究l O 

3 O 混合筏法研究2 O 

。 印刷学 O 

。 版画案技3 。

。 版画実技4 O 

秋渓芸術大学校版画学科の実技室の一部

33......韓国の大学版画教育の現況調査





4.大学別版画の主要実習室

および機質材の保有現況

1 )版画専攻学科が設置されている大学

版画プレス機の数 Jt他の笑習施般

大学名

木版 銅版 石版 孔版 其他 暗室 腐蝕箪 感光機

弘益
有 手{3 8 7 3 3 

大学校

秋渓芸術
~ï 有5 5 2 3 

大学校

梨花女子
布 有2 2 2 2 2 

大学校

朝鮮
2 4 I 布 ~ï 

大学校

ソウル

大学校
4 3 2 有 有 3 

誠侶女子
2 2 2 平T 有 2 

大学校

乾燥台

10 

2 

5 

3 

2 

5 

2 )美術学部、または造形学部に版画専攻授業が

行われている大学

高麗
2 

大学校

韓国芸術
2 

綜合学校
2 有 有 2 5 

櫨図

大学校
有 2 

峨闘
2 

大学校
2 有 2 3 

中央

大学校
2 2 有 イI 4 3 

水原
l 

大学校
2 省 有 2 

日置熊
大学校

有
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版画iプレス機の数 Jt他の実習施設

大学名

本版 銅版 石版 孔版 其他 暗室 腐蝕宝 感光機 乾燥台

建国
2 2 有 布 I 2 

大学校

京国

大学校

江即、

大学校

ソウル女子
3 I 有 有

大学校

ソウル産業
3 有 ~î 

大学校

ソウル教育
2 I 

大学校

大郎教育

大学校

漢城
2 2 l 有 有 2 

大学校

釜山
有 イI 2 

大学校

江南
有

大学校

公州
有

大学校

江陵

大学校

居世南
2 3 有 ~ï 

大学校

誠信女子大学校大学院の版画実技室の一部



5.版画関係の同門展

および団体展・公募展現況

1 )同門展

展示会名 大学名 会員数 回数 備 考

弘益版画家協会展 弘益大学校 120名 29回

新村エスプリ展 弘主主大学校 7回 弘益大学版画学科大学院

8方8方展 弘益大学校 7名 31"1 弘益大学版画i学科女流作家

特殊版画展示 弘益大学校 毎年20名程度 7回 弘占左大学版画学科4学年

版画発電所展 秋i1!.芸術大学校 版画専攻の40名 2回

新梨花展 梨花k子大学校

版クラブ小さき会同展 ソウル太学校 11副

誠jJ版画展 誠信女子大学校 60名 19回

Vision21 誠jli女子大学校

槌展 組匝!大学校 50名 2、3名が版画専攻者

2 )団体展および公募展

展示会名 団体名 会員数 回数

純国現代版画家協会展 韓国現代版画家協会 37回

緯同現代版画家協会公募展 韓国現代版画家協会 21回

版画'{;，術祭 韓国版画史術仮興会

。島田日版画交流展 弘益大学校美術大学版画学科 /京都精晴美術大学 7回

大健民国美術大展 太韓民国美術協会

中央主術大展 中央日報社

無等美術大展

Belt2001 選定作家展 純悶版画美術振興会

済州版画家協会展 済州版画家協会 8名 2回

縛・日3大学デザインー'{;，術交流展 弘鍾・大阪・難波大学 19回

ソウル大学校美術大学中国中央央術学国国際交流展 ソウル大学校克術大学

フォポ・クロメニ純国学生linoleum版画公募展 ナムI面脆i

ソウル版画美術祭 ベルト選定その以後 10名 7回

今日の版画

明日の版画

現代版画の照明展

韓国の大学版画教育の現況調査 ....36



6.結び

1 950から 60年代まで韓国の版画界は、

微々たる水準でありながら、作家達は個人、また

は共同で作業室において版画を制作し、対外的に

展示することで版画史上に重要な足跡を残してい

る事実に対して、 専門版画工房の発展の痕跡は見

られない。

1 980年代に入って、自分の作品はもちろん、

外部からの受注による制作が行われる作業空間と

研究機関がその機能を整備し、 一段と成熟された

次元の工房が要求する基本条件を満たすようにな

った。 1990年以後になる今日は、約 10ケ所

の専門版画工房が国内で運営されているのが実情

である。

現在韓国では約 124所の大学に美術関連 (純

粋美術 ・応用美術)学科が設置されていて、その

中で純粋美術 (油絵学科 ・東洋画学科・彫刻など)

系列学科が設置されている大学は約 70ケ所に至

るようになった。純粋美術系列と 一部の応用美術

(デザイン系)系列学科でも版画授業が行われてい

るが、今度の調査対象ではその中で 26ケ所の大

学の授業内容だけを調査したということを明記し

ておく 。

以後、各大学ごとの版画学科では版画芸術の造

形理論と技術、歴史に対する体系的な理論に基づ

く様々で現代的な版画技法の基礎能力と芸術的な

要素を練磨して、木版・シルクスク リーン・銅

版 ・石版の四つの現代版画技法の基礎はもちろん、

絵画的で創意的な表現能力を育てることを教育の

目標として目指している。

また、他の欧米先進国に比べて些か劣っている

韓国の版画界に、活力を与える版画家を養成して、

これからも必然的に開設されつつある各大学の版

画学科・版画工房・版画専門画廊などに必要な版画

家を排出できると思う 。それと同時に、現代の多

様なテクノロジ一、文化産業との連帯を結ぶ国内の

版画芸術の拡大にも十分寄与できると予想される。

弘益大学校研函科にて筆者 撮影:池田良二
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韓・日版画交流展

弘益大学校美術大学版画学科/京都精華美術大学

撮影:池田良二

韓・日版画交流展

弘益大学校美術大学版画学科/京都精華美術大学

撮影:池田良二

ソウル大学校美術大学一中国中央美術学園 国際交流展
河東哲 ソウル大学校美術大学学長

池田良二武蔵野美術大学教授

金承 潤 弘益大学校教授

撮影:朱星泰



7.住所録

1 )版画専攻学科が設置されている大学

大学校 住所 電話番号 ホームページ

弘益大学校 121-791 ソウル市麻浦区土木洞72-1 Tel)02 -320 -1208/ Fax)02 -320 -1209 http://print.hongik.ac.kr 

秋渓芸術大学校 120ー763 ソウル市西大門区北阿眼3洞190-1 Te1)02-393 -2603/ Fax)02 -392-1777 http://www.chugye.ac.kr 

梨花女子大学校 120 -750 ソウル市西大門区大賢洞11-1 Tel)02-3277-2494/ Fax)02-393-5903 http://www巴wha.ac.kr

朝鮮大学校 501-759光州広域市東区瑞石洞375番地 助教室)062-230-6987 http://www.chosun.ac.kr 

ソウル大学校 151-742 ソウル市冠岳区新林洞山56-1 助教室)02-880-7481 http://fa602.snu.ac.kr 

誠信女子大学校 136-742 ソウル市域北区東仙洞3街249-1 版画科助教室)02-920-7396 http://www.sungshin.ac.kr 

2 )美術学部、または造形学部に版画専攻科程が設置されている大学

大学校 住所 電話番号 ホームページ

高麗大学校 ソウル市城北区安岩洞5街1-2 美術教育科事務室 02-3290-2380 web.korea.ac.krrkuart 

韓国芸術綜合大学校 ソウル市域北区石串洞山 1-5958-2 造形芸術科事務室 02-520-8114 http://www.knua.ac.kr/ 

捜国大学校 忠商天安市安西洞 29 西洋画事務室 041-550-3720 http://www.dankook.ac.kr 

鴫園大学校 京畿道城南市寿井区福井洞山65 絵画科事務室 031-752-5864 http://www.kyungwon.ac.kr 

中央大学校 京畿道安減郡大徳商内里山40寸 西洋画科事務室 031-675-1352 http://web.cau.ac.kr 

水原大学校 京畿道化城郡峰直面山2-2 造形学部事務室 031-220-2540 http://www.suwon.ac.kr 

虚無大学校 ソウル市東大門区回基洞 I 芸術学部事務室 961-0636.0912 http://www.kyunghee.ac.kr 

建国大学校 忠北忠州市丹月洞232 絵諜科事務室 043-840-3675 http://www.konkuk.ac.kr 

京国大学校 ソウル市中区錐洞3街26 美術学部事務室 02-260-8752 http://www.dongguk.edu 

江原大学校 江原道春川市孝子2洞 192-1 美術学科事務室 033-250-8720 http://www.kangwon.ac.kr 

ソウル女子大学校 ソウル市灘原区孔陵2洞 126 西洋画科事務室 970-5721 hUp:l/www.swu.ac.kr 

ソウル産業大学校 ソウル市草原区孔陵2洞 172 応崩絵画科事務室 970-6635 http://plaza6.snut.ac.kr 

ソウル教育大学校 ソウル市瑞草区瑞草洞 1600 美術教育科事務室 3475-2490 http://www.seoul-e.ac.kr/ 

大郎教育大学校 大郎市南区大明2洞1797-6 絵画科事務室 053-850-6910 http://www.dju.ac.kr 

漢城大学校 ソウル市城北区三仙洞2街389 絵画科事務室 02-760-4117 http://www.hansung.ac.krl 

釜山大学校 釜山市金井区長箭洞山30 美術学科事務室 051-510-1738 http://www.pusan.ac.kr 

江南大学校 京畿道竜仁市器興邑九葛里山6-2 交換 031-281-5500 http://www.kangnam.ac.kr 

公州大学校 忠南公州市新官洞 182 美術教育科事務室 041-850-8310 http://www.kongju.ac.kr 

江陵大学校 江原近江陵市地辺洞山 123 学科事務室 033-640 -2526 pineart申kangnung.ac.kr

度南大学校 度南馬山市合浦区月影洞449 055-249-2374 http://www.kyungnam.ac.kr 
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在外研修報告

ポーランドで想ったこと

筆塚稔尚

39.・在外研修報告

版画の国ポーランド

現在、多くの国際版画展を見渡しでも、ポーラ

ンドの作家はス ロパキア・韓国 ・タイと並んで、

常にその作品を目にする事が多い。また、そのポ

ーランドで行われる国際展に、日本から出品する

作家が多いことは、ポーランドでもかなり知られ

ている。それらも数えて、かれこれ 30年に渡る

と思うが、版という素材が、この国で表現活動の

媒体として今日にあるのは、彼等が日本の浮世絵

と、 6 0年代の日本版画が世界で一躍評価された

ことに触発されたことと、無関係ではない。

それは当時の現代美術としての版画の意識と連動

して、また版画の持つ複数性を考えたとき、幅広

い層に浸透する唯一の絵画表現であ ったことが、

この国の版画を盛んにしている、ひとつの理由と

言えるのではないだろうか。

それだけには留まらず、ポーランドでの版画

(グラフイ ック)は、演劇のポスターという形で、

出版の装丁と、その表現の場を拡大しているので

ある。現在でも、それらのオリジナルは古書庖で

扱われているし、演劇及び出版の歴史資料として

以上の価値を認めることが出来る。今ではオフセ

ット印刷になっているが、今もその内容と表現は、

興味深いものが多い。言語から見れば、ポーラン

ドではグラフイツクの中に版画が位置付けされて、

日本の様に「版画」とか、英語圏の fPrintmakingJ 

の様には位置付けられてい)

また、作家達の側からポーランドの版画を眺め

ると、そこには、社会主義下では政府の発注に間

に合わなかったり、趣旨にそぐわない作品を制作

すると、作家としては葬られてしまい、次回から

画材が配給されず、個人で蘭材を揃えるのは困難

であったとか、油絵では生活する事さえままなら

なかったから、版画に転向した等、制作の実情と

対峠した時、多くの作家が、版画と他の表現媒体

とを、往来していた様だ。過去に日本版画が世界

から注目されていたとしても、現在でも「版画の

匡l・日本」とはそう簡単に言えなくなっているく

らい、この国の作家の裾野は広い、というのが私





した新興工業都市。大学は、 6 0年代の繊維工業

の盛んな頃、設立された比較的新しい大学である。

ウッジの版画トリエンナーレも、その頃の経済が

あってこそ生まれたものだ。大学は市の中心から

路面電車で 15分の小高い丘の上にあり、日本で

も良くある 60年代の 4階立てコンクリート建築

が全ての科を充たしている。繊維の街だからデザ

イン科の中心は自ずとテキスタイルになる。しか

し、絵画と版画のは、クラコウとは全く異なり、

教授達も在野の画家が多く、社会主義時代から小

さな大学だが、異彩を放っていた様だ。

こちらの工房は狭く、設備も貧弱である。銅版

と木版、唯一充たされている石版の部屋が独立し

てはいるが、同じ廊下にあるから、学生聞の往来

は多い。卒業生も 、卒業後一年間は自由に使える

アットホームさが良い。

木版の工房はリノリウムが主流で、 2台の平圧プ

レスが忙しく動いている。この大学は、コースを

選択している学生が守衛所に名前を登録して、自

由に工房を使えるようになっている。私も教授か

ら登録してもらい、謎の東洋人として受け入れて

もらった。毎週の様に教授達が学生と話し、また

その指導日も、複数選択している学生の、他の教

授の指導日と重ならない様に工夫されている。あ

る早春の午後、来年度の入学試験の面接をしてい

たので聞くと、競争率 5倍は常にあると言ってい

た。クラコウのアカデミーにも編入出来るから、ク

ラコウの倍率は、もう少し高いと思う

ポーランドには 6箇所くらいに美術大学があり、

在学生作品から研究生 ・卒業生の作品を大きなポ

ートフ ォリオにして、各大学を巡回し、作品の学

内展覧会をしている。私がクラコウにいた際は、

首都ワルシャワの美術アカデミーの学生作品を、

廊下一杯使って一ヶ月ほど展示してあったし、卒

業年生の展覧会もここで行われていた。

ウッジでは、幸い、全卒業生の卒業制作を工房内

に保管しであり、いつでも見ることの出来る資料

となっており、見せていただいた。現教授|俸の数

1 0年前の卒業制作もそこにあった。過去の留学

生の作品も当然そこにはある。大学の沿革はとん

と承知しないが、アカデミーの工房の雰囲気は少

し感じてもらえたと思う。

41・ 在外研修報告

共通 しての印象だが、イ中が良 くても、実際は教

授聞の動きは少ない。まして他の教授の教室には

決して干渉しないのがポーランド流らしい。縦割

りと横割が、格子模様の様に同時に存在する、今

だに社会主義者の生き残りが居る、風通しの悪い

ところだが、到って自由で父親ぐらいの私をから

かつても、英語の辞書と首っ丈で一緒に訳してく

れるゆとりがある。

画材がやはり手に入りにくい。全て輸入か、自

分達で作るしかない。洋紙は日本と同じように買

う事ができるが、作家でもファブリアーノを使用

している人が多い。亜鉛版を使用する作家も多く、

刷れなくなったら腐食し直すそうだ。この大らか

さが、私は好きだ。ウッジのアカデミーでは、以

前、政府から学生に和紙の支給を受けていたと聞

いたが、現在は無いそうだ。

ポーランド囲内では、作家として発表する場が

少ない為、教授=作家の図式は存在する。だから、

現教授が制作に使用しない技法においては、学内

外にそれを助ける資料が少ない。教授だって万能

ではない。現に、私の友人のアメリカに移住した

ポーランド作家が持っているような、素晴らしい

メゾチントの古典技法を使う作家を、目の当りに

する事が、今の学生には不可能となっている。古

典技法でも、始めてそれに接する者にとっては、

新しい技法。学生の表現したいことの手助けにな

るやも知れない。大学は新しい表現を生み出す手

助けをするところだが、同時に、知の集積をする

場所である事も忘れてはならないと思う 。

日本もこの点を考慮し、北米の大学にある技術

指導員制度をより発展させ、学内に、または学会

内に、買い上げ作品とは異なった、様々な版画技

法の制作資料やテキスト・ビデオなど、後の学生

の表現の導火線になるようなものを、改めて集積

する一考の余地はあるのではないだろうか。

「油絵はわかるけれど…版画は技法が難しいから分

からない。」という 、内容とは無関係に近い一般か

らの反応は、多くの人が経験することだと思う 。

こういう事柄にも対処する、何らかの方法と行動

を模索しなくてはいけないような気がする。



ポーランドの作家事情

在学生の版画を画廊で見かけたがこれは例外だ

ろう 。閉じ銅版画の工房で制作していた女の子に

誘われて、クラコウでは有名な彫刻家の兄と、市

の所有する地下室で展覧会と映画会をしているか

らと覗いた時、市役所と使用理由が違うと兄がも

めていた。卒業生にとっても、発表する場が少な

い。だから日本と同じようにポーランド圏内で行

われる版画展、または一般公募展の代りとして、

幾つかの国際展がその発表の場となっている。

ドイツがポーランド絵画 ・版画の市場であった

時代が長く、社会主義の崩壊後、貨幣価値と価格

の上昇で、その市場も現在減っているのが実情だ。

実際、中堅作家の作品が画廊で 50 0 zl (日本円

で25，000円)。

日本の版画が戦後アメリカに支えられていた状況

と良く似ている。また、多くの学生が、デザイ

ン・CGの世界に活躍の場を求めるのも、何処か

今の日本と良く似ている O 若い作家の中にも、 「評

価してくれる所があれば、国は関係ない」と答え

が返ってきた。言語が異なっても、 宗教観が根本

的に同じという 事が、 言語の壁を越えさせるのか、

それとも地続きの国境の壁が低くなったのがそう

させるのかは解らない。

作家とのインタビューを通して

日本人は、たいがい 「人は自然の構成要素の一

部であるjという感覚は、花鳥風月という絵画表

現を生んだように、何処かに「ゆだねる」という

感覚を持っている。 しかし、 多 くのポーランド作

家や、人と話すにつれて、 「人は自然を統治する事

を許された唯一の選ばれた存在である。」という感

覚が、キリスト教文化の根底には如実にある。こ

れが今回、私の過去の西洋絵画の見方を変えた。

変えたという より、洞窟の、人より大きく描かれ

た動物など絵以降の、キリスト教文化の下で描か

れる絵画を、以前にましてより理解出来る ように

なったと 言ったほうが正しい。絵画に描かれる

人 ・所有観、それをより正確に表すかのように、

新たな表現が生み出されるが、それは常に人 ・所

有を描くということを否定してはいない。否定す

る事を表現にするのは近代からだ。つまり西洋絵

画は、ある意味で長く描き方の歴史といったら言

い過ぎだろうか。ポーランド語で 「芸術」を指す

単語は、「自然では無い ・人工な物」という 、創り

出されるものなのである。

日本にはそれに匹敵するだけの、否定する根底

に流れるものはあるのだろうかという疑問が生ま

れる。だが、 表現は何かを否定するために発芽す

るものではなく、自分が在るというそれ自体を受

け入れるひとつの発心として、自由でありたいと

思う 。そういった事から、何らかの「かたち」に

したいという感情に引き込まれていく 事を妨げて

はならないと思うのだ。そういう私の少ない芸術

に対する過去の知識の、こちら側に在るその感情

を確認することを、ポーランドの土にゆだねた一

年であった。

ある作家と話していた時。「ある地域の人は、絵を

描くと、必ず今日自分が何をしたかという、 自分

が絵の中にいるということが事が題材になる。あ

る地域では、 今日何に出会っ たかという対象が題

材になる。またある地域では、そこにいる 当事者

の自分は、 第三者として眺めていて、絵の外側に

位置する。人の心のあり様が、低いとか高いとか

と比べる事は出来ないのですよ。」と彼は諾ってく

れた。

やはり、私にと って、絵を描く 事は目的ではなく

結果なのだ、と解った。

工房風景 クラコウ美術大学(A.S.P)
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大学紹介

東北芸術工科大学 若月公平

43・・大学紹介

東北芸術工科大学は山形市東側、西蔵王の麓、

市内を見渡せる高台にある、東日本初の芸術工科

系大学です。山形県と山形市が大学を創設し、私

学として運営する「公設民営j方式により 1992年

4月に開学しました。東北、とりわけ山形の風土

を背景に、芸術と工学の発生の原点にかえり、「も

の」作る人を育成することを本学の一つの理念と

します。

1992年4月東北芸術工科大学関学

芸術学部 ・デザイン工学部

1996年4月 大学院関学

芸術工学研究科(修士課程)

芸術文化専攻 ・デザイン工学専攻

1997年9月総合研究センター設立

1999年4月東北文化研究センター設立

2001年4月文化財保存修復研究センター設立

という 10年の歴史を持ちます。

2001年 10月には、開学十周年を記念して大学正

面に水上能舞台「伝統館Jを建立しました。国際

化が叫ばれる中、逆説的に日本の本当の姿、原点

になる魂、心を大切にすることを目的に 10年の

年月をかけ実現したものです。



. 学部 ・学科構成 総学生数約 1700名

芸術学部

・美術史 ・文化財保存修復学科

.歴史遺産学科

・美術科 日本画

デザイン工学部

洋画

彫刻

工芸/陶芸・漆芸 ・金工・

テキスタイル(染色)

・生産デザイン学科 プロダクトデザイン

スペースデザイン

-環境デザイン学科建築設計

環境計画

・情報デザイン学科 情報デザイン学系

クーラフィ ック

映像

未来デザイン学系

アミューズメントデザイン

e-ビジネス

未来プランニング

・ 大学院(修士課程)

-芸術工学研究科 芸術文化専攻

デザイン工学専攻

版画専攻 (2001年度より )は上記学科構成の洋

画コース 3年次後期に専攻し、分かれます。

洋画コースは 1学年約 40名弱の定員で 4学年、

大学院を合わせ約 160名の学生は、各学年別のア

トリエで実技授業が行われます。

1年次生は基本的な石膏デッサン、油彩による

静物、人体制作が中心になります。その流れの中

で写真を使った画面構成や 3週間の銅版画集中実

習を行います。そのような実習によりキャンパス

に油彩で制作する以外の制作材料を与えます。

2年次生は 1年次での基本的実習を受け必修授

業として、発想と表現、風景油彩、コラージュ、

フレスコ実習、版画実習と制作表現の幅を広げま

す。版画も銅版、木版の選択実習で版画の基礎的

実習から一歩踏み出し各自の表現に移行します。

3年次生は各自の自主テーマによる制作が中心に

なり、前期には全員に「素材研究」、「版表現」と

いう各 3週間の油彩以外のカリキュラムを設定し

ます。

「版表現」では従来の版画制作に加え、「版Jの

持つ意味を多角的に捉え、幅の広い「版J制作を

行い、後にタブロー制作を専攻する学生も表現の

可能性を広げる意味で今後の作品制作にどこか

「版」の意識を反映することができればと期待する

ものです。また、版画を専攻するであろう学生に

とっても、版画を選択すべきか重要な判断材料と

なる期間になります。

前期最終カリキュラム(4週間)より油彩 ・版画

の各専攻に分かれます。版画専攻の学生は既に 3

回の実習 を経てきているので、各自の制作が始ま

ります。

後期は最後の 3ヶ月間の大作制作(油は 80-100 

号)に向け油彩専攻はドローイング表現、テンペ

ラ、細密描写、アクリル函等様々な選択実習が用

意され、版画専攻も専門的な技法実習、表現の拡

大を考え実験が繰り返されます。

4年次生は完全に自主テーマに よる制作を続け卒

業制作に進みます。

本学の卒業制作展は山形県立美術館で展示されま

す。その制作は作者個人の模索でありながらも公

の場に出展するという前提条件があるため、それ

は単に自己完結に終わらせられない厳しさが求め

られます。

この一年、学生達の美術に対する意識を観て来て

感じることは、本学は都心(東京)より新幹線で 3

時間の距離があり、美術の現状を肌で感じるには

難しい環境です。 しかし、それを負の材料と取る

かは、 学生達の制作表現に対する自覚と我々指導

教員の美術に対する的確な判断と、学生と美術に

関して意味深いコミュニケーションを持つことが

出来るかどうかで大きく左右するものと思われま

す。

まだ開学 10年の本学の版画は、 2001年度に私が赴

任するまで 1-3年次生の銅版集中実習 (2000年

度より木版が加わる)だけの授業だったため自分

の表現手段として版画を制作する学生は少ないも

のでした。 しかし大学版画展には 1998年より出品

し数名の買い上げ賞受賞するなどこれまで集中実

大学紹介......44



習を担当して下さった生田宏司氏のご貢献は、本

学にとって版画の素地を育成する上で多大なもで

あったと感謝するものです。

版画専攻は 2001年度より始ま ったばかりなので

現時点では、 3年次生の5名と大学院l年次生の 1

名を合わせ 6名ばかりです。

一工房設備について一

版画工房は 10mx 15 mの広さの中に 2001年夏

に改装工事が行われた 3.5mx 10 mの腐蝕室が間

仕切りされています。腐蝕室は屋外設置のシロッ

コフ ァンによる腐蝕ガス強制排気装置、腐蝕時に

発生する重金属 (硝酸銅)の下水への排出を防ぐ

第一洗浄槽、温水シャワー付の第二洗浄流し台は

小作品は平置き、大型版は縦置き自在の省スペー

スを考慮したものにしました (後に機会がありま

したらご報告の予定)。インク、グランド等の有機

溶剤jによる版の洗浄も腐蝕室内で行います。

アクアチントボックスはまだ試作段階ですが間

口100cm奥行き 70cm高さ 170cmのものが 1台。

プレス機はベ ットプレート 80x 160cm油圧加

45 ・ 大学紹介



圧式プレスが 1台、ベットプレート 45x 85cmの

小型プレスが 2台。3.6判の作業台が 13台、その

内2台が刷り台。

生田氏手製のメゾチン ト原版自動目立て機。

マップケース AO大 2台、 A1大 4台、物品収納

キャビネット 2台。作品乾燥棚。以上が版画工房

の機材設備です。

上記のスペース、機材で集中実習 1グループ 16

~ 20名、専攻学生 3・4年次を合わせ約 10名、

計 30名の授業が行われます。あと一部屋ほしいと

ころです。

前述の通り 2001年度より版画専攻が始まったば

かりで、また私の専門が銅版画ということもあり

現在の専攻学生は全て銅版画です。2002年度以降

近い将来、木版専攻を希望する学生を望むと ころ

です。 リト、シルクの整備は新たな工房の確保、

講師の問題等、様々な要因があるため今ひと時の

期間が必要と思われます。 しかしながら学生の希

望が少なからずともあるなら、不備ながら銅版プ

レスを用いてリトグラフを手探りで始めるのも、

型にはまらない新たな表現が生まれるかもしれな

いと楽観的に考えることもあります。

この東北の地域に版画の種を蒔き、芽が出て花

が咲くまでは近隣の大学との関係も保ちながら、

まだまだ年数の掛かることとなるでしょう 。

大学紹介 ・-46



会員校紹介

創形美術学校 小山愛人

47・0・・ 0・会員校紹介

創形美術学校は、 1969年すいど一ばた美術学院

プロフェショナルコースに造形科・版画科を設け

た専門学校として豊島区目白に発足し、 3年後、

創形美術学校の名で認可を受け国立市に新校舎を

建設し移転、合わせて造形課程 ・版画課程の研究

科を設置。

. 93年グラフィ ックデザイン科を新設。

. 95年造形科 ・版画科を統合しファインアート

科、デザイン科をビジュアルデザイン科と改め、

2000年にのどかな国立を離れ、今また発足した当

時の場所に近い池袋に 9階建ての新校舎で都内に

戻って来ました。

環境としては池袋西口から芸術劇場の前を通り

徒歩 5分、 立教大学のすぐ手前にあり、繁華街と

住宅街 ・文教地区の境目に位置しており駅迄の途

中には誘惑も多いもののそれはさておき、都内の

画廊 ・美術館等のアクセスには最適の立地条件と

~J形美術大学



言えるでしょう 。西洋美術史、日本美術史等の学

科の授業においても度々都内の美術館、博物館等

の注目すべき展覧会場の現場に短時間で足を運ぶ

ことが出来ます。美術関係者が学校見学に多く訪

れてくれることも駅から近い立地条件が役立って

います。

ギャラリープン卜

1階正面入口に画廊ガレリア・プントを持ちここ

では教員の展覧会、収蔵作品展、年一度同窓会で

選ばれた卒業生の個展、研究科修了時に選出され

た高津賞 2名の個展、年末には講師達によるチャ

リティ展、秋には地元の小学生の絵画コンクー

ル・キッズ展、また外部から招いた特別講演の作

家の個展などと 一年を通して様々な展覧会が催さ

れている。

生徒達のア トリエは 3-9階に有り、 9階写真暗

室、 3・5階に図書室兼講義室、 4階コンビュータ

ルーム、 3階に学生ホール及びシルクスクリーン・

リトグラフ PS版の製版室、 2r渚教職員室、 1階ガ

ラス炉のある作業室、地下 1階が版画工房となっ

ていて移動はエレベータと階段で行われる。

ファインアート科、ビジュアルデザイン科共に 3

年制で一学年各々 40名程の生徒を擁し、その上

に約 40名の l年制の研究科がある。

そんな小さな学校なので科の枠もなく教師同士

お互いの授業に付いての情報交換も活発に行なわ

れ、ファインアート内での異なる専攻の講評会へ

の専任、通年の講師の参加もなされている、これ

は担当が違うものの異なる観点から生徒達の絵を

多視点より探求し学生個々の資質を導きだしてい

る。

またパリの中心部にある国際芸術会館(シテ・

デ ・ザール)に毎年卒業生を派遣する審査をはじ

めとし、研究科生の修了制作審査、キッズ展審査

等もデザイン ・フ ァインアート専任教師全員で担

コンビュータルーム

製版室

会員校紹介 ..-48 



当するので分野は違いながらもお互いの感性に驚

いたり、意見を戦わしたりする事も多い。

デザイン科の生徒に版画、ファインアートの生

徒にコンピュータを教える交換授業も設けられて

いて卒業後それで学んだ技法で作品発表をしてい

る者達も多く見受けられる。

生徒達も両科各々の外部から招いた講師の特別

講義 ・実習に専攻、科の枠を越えての聴講、参加

が盛んに行なわれている。

版画専攻での授業の流れを要約すれば、ファイン

アー ト科で入学して来た生徒達は先ず絵画造形に

おけるデッサンを通して基礎を学び、人体グラン

デッサン、油彩など様々な基礎課程と夏休み前の 2

度の版種選択授業で版画を経験した後、面談で本

人の意志と適性について話し合い専攻選択希望書

を十月下旬に提出させその時点から絵画専攻・版

画専攻と別れる。

来年度からカリキュラムの編制を上多少の変化

はあるが、 一年の段階では比較的小さな版で十月

末日から版画の基礎過程を学んでいく 。

0水性木版を約一ヶ月間。

0木口木版2週間弱。

Oコラグラフ 2週間弱。

Oリト グラフ約一ヶ月、石版石による実演を含む。

O写真実習 2週間弱。

0水性インクによるシルクスクリ ーン約 3週間。

O銅版、 ドライポイント実習を含み約一ヶ月間。

以上の基本 4版種で各作品 2・3点の制作と木

口木版・写真 ・コンビュータ等の今現状の版に関

する全般の実習を経た後、 2年次の十月半ばから

各自が選んだ版種により自己の絵を追及していく、

版画工房
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無論工房内に版種毎の仕切りはなく途中気の変わ

る生徒も多く専攻版種の変更もあり、様々な混合

技法も盛んに行なわれている。

2年次には春の紙すき体験旅行、 3年次には春に

一週間の京都・奈良の古美術研究、卒制前にはそ

の学年と研究科、助手、自由参加の講師を含めた

記念アルバムの意味を持つ小作品の全体画集制作、

夏休み以降は 1月 31日迄卒業制作 4点の制作期

間となります。

ひと昔前と違い近年美術大学の受験はせず現役

で入って来る生徒も多くなり、その期待の大きさ

にどう応えられるか、授業時間外の夕方からの月

一度設けられたクロッキー教室も基礎をしっかり

と作れるようにと生まれた一つです、その他にも

決定には到つてないものの設備が充実してきつつ

あるので時間外の様々な計画が模索検討されてい

ます。

この様に生徒達各々の感性に合う版種の基本技

法を身に付けさせ、活かし伸ばしてやれる小さな

学校故の目が行き届く暖かな美術教育を目指して

います。

また学校の版画工房、アトリエ、コンビュータ

などの施設は夏に短期間のサマースクールで開放、

一般の方々はもちろん美術教師、高校生も数多く

参加し活気ある交流がもたれている。

創形美術学校は今後も多くの作家、美術関係の

方々を特別講師として招待し学生達にとり、良き

出会いの場となるよう努力したいと思います。一

層のご協力をお願い申し上げます。

版画工房
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学会・事務局報告

愛知県立芸術大学 丸山浩司

51 ・学会 事務局報告

昨年の 4月から京都精華大学より事務局を愛知

県立芸術大学が引き継ぎ第 26回全国大学版画展を

無事終了させたところです。前事務局より首都圏

以外の大学で事務局を引き受けることになり、現

在中部地区の当大学が事務局を請け負っておりま

す。事務局長磯見輝夫を始め、倉地久、 三井田盛

一郎、山田純嗣、近藤奈美に筆者を加えた総勢 6

名のスタッフで慣れないながらも業務を行ってお

ります。当学会も四半世紀を過ぎ、新たな局面を

迎え大学版画学会は更なる発展を期待されていま

す。その意味で事務局としても気を引き締めて業

務に当たらなくてはと考えております。

昨年、会長のもと分科会としてエスキース委員

会を立ち上げ、委員の一人として学会の将来構想

作りのお手伝いをしました。今後、学会がその答

申を受けて活性化することを願って止みません。

ここでは先日の全国大学版画学会の平成 13年 12

月 1日に行われた総会で決定したこと、特にエス

キース委員会の答申に基づいた将来構想の問題を

中心にご報告します。

総会での決定事項

(1 )組織・名称

この問題は学会が長い歴史の中で組織自体が固

定化し、尚且メンバーが表現者(作家)、教育者中

心であることから活動に創造性がやや欠けている

との現状認識から生まれました。版画研究を主体

とした当学会がより社会にその特色をアピールし、

かっ版画芸術のさらなる普及、認識の昂揚を計る

ためには名称そのものや組織編成を再考する必要

がありますが、名称ぷ逼J.与斗~'i~時期尚早との
意見が大半を占め、現状維持に落ち着き、組織編

成については運営委員会の見直しが提案され、ま

た裾野を広げるよう以下のように決定しました。

*大学ごとの推薦で評論家や研究者 ・美術館

学芸員、中 ・高教諭等を会員と して加えることが

出来る。

* 運営委員会の選出方法(ブロック制)

北海道・東北 1，関東 ・東京 6，中部 2，近畿 3，

中・四国 1，九州、卜 沖縄1，個人 1，計 16人程度。



事務局長は運営委員とする。さらに事務局員をオ

ブザーパーとして加える。人選は総会承認後に会

長及び事務局で検討。

(2)大学版画展

全国大学版画展は町田市立国際版画美術館の絶

大なるご協力の基、チ ャリティ ー作品の販売を含

め、地元はもとより社会的な一定の評価も得、内

容の濃い展覧会と して定着してきました。

しかし、一方では大学版画教育の現状を展覧す

るという当初の目的は達成され、ややマンネリ 化

したものだという批判があることも事実です。

そこでエスキース委員会では展覧会形式そのも

のを見直す論議が活発に交わされましたが、一定

の方針を見いだすことが出来ず、新運営委員会に

継続審議を委ねることで下記のように決着しまし

た。

*審査方法は現状通り 。ただし、大学の偏りを防

ぐ意味で個人会員及び賛助会員の審査への参加を

促す処置を取ることになった。

* 買い上げ作品数 ・買い上げ料も現状通り 。今後

是正する。

*出品点数の各大学割当は減らす方向で新運営委

員会にて検討。

* 展覧会そのものを学生主体から大学主体に以降

する方向が話し合われたが、これも新運営委員会

で検討することになった。

(3)シンポジ、ユーム・研究会について

現状での版画学会は全国大学版画展の開催を軸

にその活動を行っていますが、構成メンバーを見

ると、その他の活動も充分に行える組織です。学

会本来の在り方から して、 展覧会開催以外の活動

を求める声が多く、その点研究発表やシンポジュ

ームの開催への前向きな検討が求められています。

この件に関する決定事項は以下の通りです。

* 分科会でシンボジュームの開催を検討する。そ

の際、シンポジュームはニューテクノロ ジーとの

関連が主軸になる。

*運営委員会としては全面的にパックアップする。

今後の進め方、検討のために準備委員会を発足さ

せる。

メンバーは(池田良二 ・鹿取武司 ・木村秀樹 ・

会長) 4名。敬称略

*キャップ木村秀樹

(4)ホームページの開設・ IT機器の活用

大学版画学会は全国組織であり、活動の広がり

を求める上では組織の IT化は急務です。そこでワ

ーキン ググループを作り、ホームページの立ち上

げや IT機器の導入を検討することが話し合われま

した。

*ワーキンググループのメンバーは生嶋順理、遠

藤竜太(敬称略)それに筆者を加えた 3名です。

以上のメンバーによりホームページの立ち上げ、

その管理について、さらに IT機器に関する資料を

まとめる作業を行う 。

以上、エスキース委員会の答申に基づいて運営委

員会 ・総会で協議 ・検討された内容をまとめまし

た。この原稿を執筆中はまだ大学版画展の開催中

です。今回は町田版画美術館の担当が高木学芸員

です。氏には一方ならぬご尽力を頂きました。紙

面を借りてお礼申し上げます。また、観客賞関連

のプレゼント用作品を心良くお引き受けくださっ

た会員の皆さまにもこの場を借りてお礼申し上げ

ます。

新会長中林忠良(撮影:池田良ニ)
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編集後記

200 1年新世紀に入り大学版画学会も新会長は中林忠良氏(東京芸術大学)、学会事務局

長は磯見輝夫氏(愛知県立芸術大学)に変わり新しいスタートの年であった。

学会誌編集は委員長 ・池田良二 (武蔵野美術大学)、委員 ・小山愛人 (創形美術学校)、木

村繁之 (多摩美術大学 ・東京造形大学)、渋谷和良 (明星大学)、清水美三子(女子美術大学)、

編集進行 ・渡過洋(武蔵野美術大学)で行った。

本号編集方針は、 30号を基に、昨年の「大学版画の現在Jにつづき「版画将来への展望J、
金免赫氏の「単色の韓国伝統木版画」につづき朱星泰氏の調査「韓国大学版画教育の現状j

と韓国特集を行った。その問、 二度に渡って訪韓 し、ソウル大学校、弘益大学校、新羅大学

校を訪問したのが記憶にもあたらしい。研究では渡溢洋氏の 「共同研究五箇山和紙jの研究

で地域社会との交流報告で一歩踏み込んだ。

今、編集をおえ、原稿を執筆くださった会員各位に編集委員一同、厚く御礼申し上げると

ともに、新体制の次号より、学会誌として優れた研究 ・調査発表の場として発展し、大学版

画教育のみならず、将来、版画界の人材育成へ寄与する事を切に願うものである。

本誌、発刊に際し、助成していただいた新日本造形株式会社に紙面を借りて深甚なる謝意

を表します。 池田良二 記

大学版画学会第 31号

発行日 平成 14年 3月 20日

編集 ・発行 干 480-1194 愛知県愛知郡長久手町岩作三ヶ峯 1-1

愛知県立芸術大学油画専攻版画研究室

大学版画学会事務局

電話 0561-62-1180 (内線294)

編集委員 池田良 一

小山 愛 人 渋谷和良

木村繁之 清 水 美 三 子

渡過 洋(編集進行)

~n 制 森印刷株式会社

〒 112-0002 東京都文京区小石川3-28-10

電話 03-3814-9327 
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大学版画学会の研究論文の寄稿は、次の要項によるものとする。

1、寄稿者の資格

大学版画学会の会員(一般会員、賛助会員を含む)、および大学版画学会学会誌編集委員会で

依頼した者であることを原則とする。

2、寄稿論文の内容

寄稿論文は、次の事項に関するもので、独自性をもった内容であること。

1、版画教育に関するもの。

2、版画一般及び専門に関すること。

3、大学版画学会誌 No3 2寄稿論文の登録及び寄稿の期日

寄稿論文は、大学版画学会事務局に、 2002年 9月 30日までに登録するものとする。受理された

原稿については、専用原稿用紙、レイアウト用紙を用いて、 200 2年 12月1日までに寄稿すること。

4、寄稿論文は下記の要領で作成するものとする。

1)指定

l本文は学会誌専用原稿用紙 [22字x2 1行=4 6 2字横書き〕に書くこと。

2図 ・表 ・写真を含めて 40枚以内を原則とする。

やむをえず規程頁数を超過する場合は、編集委員会の審議を要する。

2 )注意事項

氏

l本文は、指定の字詰、行数で原稿用紙に記するか、ワープロ印字するものとする。

2図 ・表・写真は、明瞭に作成。撮影されているものであること。それぞれに番号と説明を附し、

表に半透明の紙をかけ、 トリミング等の指示をすること。

3図・表は、版下の作成を要しない仕上がりのものとする。但し、線、文字、図形等写真の可能

な範囲内での指定があればこの限りではない。

4寄稿論文は、コピー 1部を同封するものとする。

5寄稿規程に著しく外れていると認められた原稿については、返却し修正を求める場合もある。

6寄稿論文は原則として返却しない。

ーキ リ ト リー・・

大学版画学会研究論文寄稿申込書

名

論 文課題

高リ 題

原稿用紙枚数 枚l図 表写真合計 占

連絡先:干

電話 * 9月30日までに学会事務局へ送付すること



大学版画学会会則

第 1章総 則
第1条 本会は大学版画学会と称する。

第2条 本会は会員相互の協力により大学に於け

る版画教育の進歩発展をはかることを目

的とする。

第3条 本会は会務遂行上、事務局を設置する。

第 2章事 業
第4条 本会は第 2条の目的を達成するため下記

の事業を行う 。

1.全国大学版画展、国際交流展等の開催。

2.学会誌の刊行とその他研究調査に関する

事業。

3.研究発表(公開セミナ一等)の開催。

4. その他必要と認めた事業及び活動。

第 3章組織
第5条 本会は会員を以って組織の主体とする。

第6条 会員は版画教育及び研究に携わり、本会

の目的に賛同する個人とする。入会には

会員の推薦により、総会の承認を経て細

則に定められた年会費を納入する。

第7条 本会に名誉会員、賛助会員、相談役、顧

聞をおくことが出来る。

1.名誉会員は版画教育に特別の功労のあっ

た人で役員会が推薦し総会で決める。

2.賛助会員は本会の主旨に賛同し事業活動

を援助する団体または個人で役員会の承

認を経て細則に定められた年会費を納入

する。

3.相談役、顧問は役員会の推薦により選出

し、必要に応じ会に協力する。

第8条 本会の事業を運営するために次の役員を

おく 。

1. 会長 1名

2.事務局長 1名

3.運営委員若干名

4.監事 2名

第9条会長は本会を代表する。

第10条 事務局長は庶務会計事務を総括する。

第11条 運営委員は役員会に出席し会務を審議し

運営にあたる。役員会が必要と認めた場

合、専門委員会を編成することが出来る。

第12条 会長、事務局長、運営委員、及び監事は

役員会で協議選出し総会の承認を経て決

定する。役員の任期は 2年とする。但し

再任を妨げない。

第 4章運営
第13条 本会の会議は会員総会、役員会で行う。

1. 会員総会は年 1回開催し本会の事業及び

運営に関する重要事項を審議決定する。

会長は必要に応じて臨時総会を招集する

ことが出来る。

2.会員総会は会員の過半数の出席を以って

成立する。議決は出席会員の過半数によ

る。但し委任状は出席数とする。

3.役員会は随時会長が召集し本会の運営企

画を行う。専門委員会もこれに準ずる。

第 5章会計
第14条 本会の会計年度は 4月1日に始まり、翌

年 3月31日に終わる。会計監査は監事

が行う。

第15条 本会の運営経費は会員、賛助会員の会費

その他を以ってこれに当てる。

細則
l 会員は年額 4，000円の会員会費を納入する。

2 会員が退会を希望するときには退会屈を事務

局に提出し総会の承認を得なければならない。

3 会員の死亡に際してはその都度会長が指示す

る。

4 賛助会員は年額 1口、 30，000円を納入する。

細則
女 この会則は昭和 49年 11月3日よりこれを

施行する。

女 平成 12年 7月8日改訂。








